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101 『光の子と闇の子』について

『
光
の
子
と
闇
の
子
』
に
つ
い
て

武　

田　

清　

子

本
稿
は
、
講
演
の
内
容
に
加
筆
し
た
も
の
で
、
ニ
ー
バ
ー
（R

e
in

h
o

ld
 N

ie
b

u
h

r, 1
8

9
2

―1
9

7
1

）
を
専
門
に
研
究
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
に
と
っ
て
は
、
今
さ
ら
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
さ
て
、『
光
の
子
と
闇
の
子
』
に
つ

い
て
、
こ
こ
で
は
、
四
つ
の
点
に
絞
っ
て
述
べ
た
い
と
思
う
。
第
一
は
、
こ
の
『
光
の
子
と
闇
の
子
』
の
本
が
書
か
れ
た
時
代
と
は
ど
の

よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
ニ
ー
バ
ー
の
生
涯
の
中
の
ど
う
い
う
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二

に
、
若
い
方
で
お
読
み
に
な
っ
て
い
な
い
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
本
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
第
三
に
、
戦
後
日
本
の
思
想

界
で
こ
の
本
が
広
く
関
心
を
持
た
れ
た
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
触
れ
る
。
そ
し
て
、
第
四
に
、
今

日
の
私
た
ち
に
ど
う
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
の
か
、
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

私
が
『
光
の
子
と
闇
の
子
』
を
訳
そ
う
と
思
っ
た
の
は
、
こ
の
本
の
原
書
が
出
た
ば
か
り
の
と
き
で
あ
っ
た
。
国
際
基
督
教
大
学
の
初
代

の
学
長
で
あ
ら
れ
た
湯
浅
八
郎
先
生
が
――
そ
の
当
時
は
ま
だ
学
長
で
は
な
く
、
同
志
社
総
長
に
招
か
れ
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
が
――
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
お
土
産
に
シ
ア
ト
ル
で
こ
の
本
を
見
つ
け
て
、「
あ
な
た
へ
の
お
土
産
に
買
っ
て
き
た
」
と
言
っ
て
、
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の

本
を
一
読
し
て
、
こ
れ
は
今
の
時
代
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。
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今
か
ら
考
え
る
と
、
こ
う
い
う
本
の
翻
訳
の
た
め
の
素
養
の
充
分
に
整
わ
な
い
若
輩
の
不
十
分
な
仕
事
だ
っ
た
と
思
う
が
、
一
九
四
八
年

に
新
教
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
そ
れ
で
も
何
版
か
版
を
重
ね
、
六
四
年
に
新
書
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
一
九
九
二
年
に
ニ
ー
バ
ー
の
生

誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
た
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
で
開
か
れ
た
と
き
、
大
木
英
夫
教
授
、
そ
の
他
の
方
々
か

ら
、
こ
の
本
を
新
た
に
出
版
し
て
は
と
お
勧
め
い
た
だ
い
た
。
現
在
皆
さ
ん
が
読
ま
れ
て
い
る
本
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
私
が
訳
し
直

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
丸
山
眞
男
教
授
が
こ
の
本
を
よ
く
読
ま
れ
て
い
て
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
を
細
か
く
訂
正
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
れ
も
非
常
に
私
に
は
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
、『
光
の
子
と
闇
の
子
』
の
書
か
れ
た
時
代
と
背
景

ニ
ー
バ
ー
は
、
一
八
九
二
年
六
月
二
一
日
、
ド
イ
ツ
の
福
音
派
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
グ
ス
タ
フ
・
ニ
ー
バ
ー
の
息
子
と
し
て
ア
メ
リ
カ

の
ミ
ズ
ー
リ
州
で
生
ま
れ
た
。
牧
師
の
家
庭
で
育
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
エ
ル
ム
ハ
ー
ス
ト
大
学
を
出
て
か
ら
神
学
者
を
目
指
し
て
イ
ェ
ー

ル
大
学
で
学
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
こ
ろ
の
楽
観
主
義
的
、
自
由
主
義
的
神
学
、
リ
ベ
ラ
ル
・
セ
オ
ロ
ジ
ー
（lib

e
ral th

e
o

lo
g

y

）
が
つ

ま
ら
な
く
て
、B

.D
.

とM
.A

.

を
取
得
し
た
後
、
退
学
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
福
音
派
教
会
か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
ミ
シ
ガ
ン
州
の
デ
ト

ロ
イ
ト
の
ベ
セ
ル
福
音
教
会
に
牧
師
と
し
て
赴
任
す
る
。
ニ
ー
バ
ー
が
赴
任
し
た
こ
ろ
は
、
教
会
に
は
四
〇
名
ぐ
ら
い
が
集
う
だ
け
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
、
一
九
二
八
年
に
ユ
ニ
オ
ン
（
神
学
校
）
に
招
か
れ
て
教
会
を
出
る
こ
ろ
に
は
、
八
〇
〇
人
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

当
時
、
デ
ト
ロ
イ
ト
は
フ
ォ
ー
ド
な
ど
の
自
動
車
産
業
が
大
変
な
発
展
期
で
、
人
口
が
一
〇
万
か
ら
一
〇
〇
万
に
急
激
に
増
加
し
た
と
い

う
時
期
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
そ
の
こ
ろ
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
外
の
社
会
主
義
者
グ
ル
ー
プ
と
も
接
触
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
文
献
を
熱
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心
に
勉
強
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
労
働
運
動
に
も
参
加
し
て
、
左
翼
的
な
労
働
運
動
の
指
導
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら

危
険
人
物
と
し
て
白
眼
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
ニ
ー
バ
ー
以
前
に
ア
メ
リ
カ
で
ど
う
い
う
社
会
改
良
運
動
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
本
書
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
短
く
触

れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
改
良
運
動

ア
メ
リ
カ
で
社
会
問
題
に
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
は
、
一
八
六
一
年
か
ら
六
五
年
の
南
北
戦
争
（C

ivil W
ar

）
の
時
期
で
あ
る
。
そ
の
こ

ろ
か
ら
社
会
問
題
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
、
奴
隷
廃
止
、
黒
人
に
対
す
る
教
育
促
進
、
婦
人
運
動
、
労
働
運
動
な

ど
、
人
道
主
義
的
社
会
運
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
会
関
係
で
は
、
雑
誌C

h
ristia

n
 C

en
tu

ry

の
影
響
も
あ
り
、
こ
れ

ら
の
運
動
は
成
果
を
上
げ
て
い
た
。
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
初
め
て
社
会
学
講
座
が
で
き
た
の
も
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
後
に
マ

ル
キ
ス
ト
と
し
て
ロ
シ
ア
で
亡
く
な
っ
た
片
山
潜
は
、
こ
の
こ
ろ
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
神
学
部
で
勉
強
し
て
い
た
が
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学

校
に
移
っ
て
学
ん
で
い
る
。

一
八
八
八
年
に
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ
ラ
ミ
ー
（E

d
w

ard
 B

e
llam

y

）
のL

ook
in

g B
a
ck

w
a
rd

（
日
本
で
は
『
百
年
後
の
社
会
』
と
訳
さ

れ
て
非
常
に
広
く
読
ま
れ
た
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
八
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
イ
リ
ー
（R

ich
ard

 T
h

e
o

d
o

re
 E

ly

）
の

S
ocia

lism
 a

n
d
 S

ocia
l R

eform

（『
社
会
主
義
と
社
会
改
良
』）
に
非
常
に
共
感
を
持
っ
た
安
部
磯
雄
が
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年

に
社
会
民
主
党
を
立
ち
上
げ
て
い
る
（
即
日
、
禁
止
解
散
命
令
を
受
け
た
）。
そ
の
設
立
宣
言
文
は
、
イ
リ
ー
のS

ocia
lism

 a
n

d
 S

ocia
l 

R
eform

を
参
考
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

次
に
、
ラ
ウ
シ
ェ
ン
ブ
ッ
シ
ュ
（R

au
sch

e
n

b
u

sch

）
の
著
作C

h
ristia

n
ity a

n
d
 th

e S
ocia

l C
risis

（『
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
的
危
機
』）



104

は
、
日
本
で
明
治
、
大
正
、
昭
和
を
通
し
て
広
く
読
ま
れ
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
学
生
運
動
（
S
C
M
）
に
、
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。こ

の
よ
う
な
社
会
改
良
思
想
と
運
動
は
、
ニ
ー
バ
ー
以
前
に
既
に
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
に
立
っ
た
、
理
想
主
義
的
な
社
会
運
動
で
あ
り
、
社
会
問
題
の
と
ら
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
地
上
に
神

の
国
を
建
設
す
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
、
社
会
問
題
の
と
ら
え
方
と
そ
の
基
盤
に
な
る
神
学
理
解
が
ニ
ー
バ
ー
と
全
く
違
っ
て
く
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
ア
メ
リ

カ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
自
由
主
義
神
学
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
に
対
し
て
非
常
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。「
原
罪
説
」
の
観
点
か
ら
「
社
会
悪
」

を
考
え
る
と
い
う
点
で
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
戦
後
、
私
は
、「
右
へ
の
革
命
と
左
へ
の
革
命
」
と
い
う
よ
う
な
小
文
を
『
展
望
』
に
書
い

た
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
ニ
ー
バ
ー
は
社
会
問
題
の
考
え
方
に
お
い
て
は
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
近
く
「
左
へ
の
革
命
」
の
立
場
で
あ
る
。
し

か
し
神
学
的
に
は
「
右
へ
の
革
命
」
と
い
う
か
、
宗
教
改
革
の
伝
統
に
立
っ
て
、
正
統
的
な
福
音
主
義
神
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
そ
れ

で
、
ネ
オ
・
オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
社
会
問
題
、
社
会
悪
（so

cial in
ju

stice

）
を
原
罪
説
（o

rig
in

al sin
 th

e
o

r
y

）
の
立
場
で
と
ら
え
て
い
く
。
他
方
、

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
、
宗
教
改
革
の
伝
統
に
立
ち
、
正
統
的
福
音
主
義
的
神
学
で
と
ら
え
て
い
る
。D

oes C
iviliza

tion
 N

eed
 R

eligion
?

と
い
う
本
は
一
九
二
七
年
刊
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
に
訳
さ
れ
て
い
る
（
栗
原
基
訳
『
近
代
文
明
と
基
督
教
』、

イ
デ
ア
書
院
）。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
の
日
本
で
は
ニ
ー
バ
ー
が
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
持
た
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ニ
ー
バ
ー
に
は
デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら
ユ
ニ
オ
ン
に
来
た
こ
ろ
、M

o
ra

l M
a

n
 a

n
d
 Im

m
o
ra

l S
o
ciety

（
大
木
英
夫
訳
『
道
徳
的
人
間
と
非

道
徳
的
社
会
』、
白
水
社
、
一
九
三
二
年
刊
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
九
三
九
年
の
春
と
秋
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
で
ギ
フ
ォ
ー
ド
・
レ
ク

チ
ャ
ー
（G

iffo
rd

 L
e

ctu
re

s

）「T
h

e
 N

atu
re

 an
d

 D
e

stin
y

 o
f M

an

」
を
行
っ
た
。

こ
の
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
の
第
一
回
世
界
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
議
に
お
い
て
、
ニ
ー
バ
ー
は
講
演
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
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議
に
は
私
ど
も
も
出
席
、
世
界
中
か
ら
一
五
〇
〇
名
の
キ
リ
ス
ト
者
青
年
が
参
加
し
た
。
当
時
の
ナ
チ
ス
政
府
は
ド
イ
ツ
人
の
出
席
を
禁

じ
て
い
た
た
め
、
こ
の
会
議
に
は
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
（B

o
n

h
o

e
ffe

r

）
ら
ド
イ
ツ
の
青
年
た
ち
は
名
前
を
出
さ
ず
に
非

合
法
で
出
席
し
て
い
た
。
こ
の
会
議
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
出
逢
い
――
人
、
国
、
そ
の
思
想
』（
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
）

の
中
で
も
触
れ
て
い
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
上
述
の
ギ
フ
ォ
ー
ド
・
レ
ク
チ
ャ
ー
を
も
と
に
、
二
巻
か
ら
な
るT

h
e N

a
tu

re a
n

d
 D

estin
y of M

a
n

を
出
版
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
人
間
観
と
歴
史
観
を
め
ぐ
る
大
著
で
、
彼
の
主
著
と
い
え
る
。

B
eyon

d
 T

ra
ged

y

は
一
九
三
七
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、
一
九
四
一
年
に
私
が
日
米
交
換
船
で
帰
国
の
と
き
、
お
餞
別
に
贈
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。

本
書
の
書
か
れ
た
時
期

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
光
の
子
と
闇
の
子
』（T

h
e C

h
ild

ren
 of L

igh
t a

n
d
 th

e C
h
ild

ren
 of D

a
rk

n
ess

）
を
書
い
た
の
は
一
九
四
四
年
で

あ
る
。
本
書
が
書
か
れ
た
時
代
は
、
ち
ょ
う
ど
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ソ
連
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
が
協
力
し
て
ナ
チ
ズ
ム
と
戦
っ
て
い

た
と
き
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
よ
う
や
く
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
た
と
い
う
時
期
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
立
つ
ソ
連
が
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
、
西
側
と
協
力
し
て
ナ
チ
ズ
ム
と
戦
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
よ
う
や
く
終
局
に
近
づ

い
て
き
た
時
期
に
、
本
書
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
本
書
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
の
特
別
講
義

の
記
録
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
ッ
パ
に
行
き
、
東
欧
諸
国
の
代
表
者
た
ち
と
よ
く
話
し
合
い
、
ま
た
、
東
欧
諸
国
を
旅
行
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
悪
に
衝
撃
を
受
け
る
。
そ
れ
か
ら
反
共
の
立
場
に
な
る
。
だ
か
ら
、『
光
の
子
と
闇
の
子
』
を
書
い
た
こ
ろ
に
は
、
ま
だ
反
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共
で
は
な
く
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
も
「
光
の
子
」
の
中
に
入
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
ま
た
戦
後
の
日
本
と
の
関

係
で
触
れ
た
い
と
思
う
が
、
ニ
ー
バ
ー
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
は
厳
し
い
批
判
的
眼
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
は
光
の
子
の
中
に

ま
だ
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
を
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
九
五
二
年
と
い
う
冷
戦
期
に
書
か
れ
た
『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』（T

h
e Iron

y of 

A
m

erica
n

 H
istory

）
で
は
、
対
決
的
な
冷
戦
期
の
問
題
意
識
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

『
光
の
子
と
闇
の
子
』
は
、
ま
ず
上
述
の
よ
う
な
時
期
の
作
品
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

ニ
ー
バ
ー
は
ソ
連
の
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
展
開
す
る
が
、
そ
の
点
で
『
光
の
子
と
闇
の
子
』
は
、

ち
ょ
っ
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
。

本
と
い
う
も
の
は
そ
の
書
か
れ
た
時
代
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。『
光
の
子
と
闇
の
子
』
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
生
涯

の
中
の
ど
う
い
う
時
期
に
書
か
れ
た
本
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

二
、
本
書
の
内
容

次
に
、
こ
の
本
の
内
容
を
簡
単
に
要
約
し
て
お
く
。

「
光
の
子
」
と
は
、
私
的
な
利
益
を
普
遍
的
な
法
則
と
か
規
律
の
下
に
置
く
者
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
普
遍
的
な
善
、
普
遍
的
な
規

律
と
か
法
則
、
立
法
、
そ
れ
に
従
わ
せ
ら
れ
る
者
、
そ
れ
に
従
お
う
と
す
る
者
の
こ
と
を
「
光
の
子
」
と
し
て
い
る
。
他
方
「
闇
の
子
」
と

は
、
自
分
の
意
思
や
自
分
の
利
益
以
上
の
立
法
を
認
め
な
い
、
道
徳
嘲
笑
主
義
者
で
あ
る
。
自
己
絶
対
化
の
立
場
を
さ
す
。

こ
の
本
の
初
め
に
、
ル
カ
福
音
書
の
一
六
章
八
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
世
の
子
ら
は
こ
の
時
代
の
問
題
の
取
り
扱
い
方
に
関
し
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て
光
の
子
ら
よ
り
も
も
っ
と
抜
け
目
な
く
賢
い
」
と
、
風
刺
的
な
聖
句
を
掲
げ
て
い
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
第
一
章
の
中
で
、
こ
の
光
の
子
と
闇
の
子
の
定
義
に
よ
っ
て
分
析
し
、
我
々
の
近
代
文
明
、
つ
ま
り
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会

は
、
際
限
な
き
社
会
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
波
に
乗
せ
ら
れ
て
き
た
、
し
か
し
本
当
は
、
原
罪
説
こ
そ
が
社
会
倫
理
や
政
治
倫
理
に
重
要
な

貢
献
を
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
な
い
た
め
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
本
当
の
英
智
を
失
っ
て
き
た
と
述
べ
る
。

原
罪
説
の
真
理
は
、
人
間
歴
史
の
一
頁
ご
と
に
証
拠
立
て
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
は
、
資
本
家
階
級
、
あ
る
い
は
自
由
主

義
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
信
条
が
「
わ
な
」
で
あ
り
、「
惑
わ
し
」
だ
と
い
う
こ
と
を
自
分
た
ち
の
惨
め
さ
に
よ
っ
て
悟
っ
た
人
た
ち
の
社

会
信
条
で
あ
り
、
社
会
的
叫
び
だ
。
し
か
し
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
が
、
社
会
の
下
級
階
層
が
勝
利
を
得
さ
え
す
れ
ば
理
想
の
新
社
会
が
で
き
る
と

考
え
る
の
は
幻
想
（
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
典
的
な
自
由
放
任
主
義
の
理
論
も
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
無
政
府
主
義
的

な
ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
（U

to
p

ian
 visio

n

）
も
、
両
方
と
も
似
た
愚
か
さ
が
あ
る
と
い
い
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
両
方
と
も
を
愚
か
な

光
の
子
で
あ
る
と
い
う
。

光
の
子
と
闇
の
子
は
対
立
し
た
概
念
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
光
の
子
を
手
放
し
に
光
の
子
と
い
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
愚
か
な
光
の
子
と
い
う
。

次
に
、
個
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
が
あ
る
が
、
ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う
訳
す
か
に
は
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
共
同
体
と
す
る

か
、
社
会
と
す
る
か
、
い
ろ
い
ろ
訳
語
が
あ
る
。
最
近
新
聞
で
、
日
本
の
政
府
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
共
同
体
と
い
っ
た
り
社
会
と
訳
し
た
り

苦
労
し
て
い
る
と
い
う
記
事
を
読
ん
だ
が
、
私
も
、
文
脈
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
た
り
共
同
体
と
し
た
り
し
て
い
る
。

第
二
章
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
場
合
に
、
そ
こ
に
は
あ
る
民
族
と
か
階
級
と
か
国
家
と
か
教
会
も
入
る
、
人
間
の
集
団
で
あ
る
。
そ
れ

ら
集
団
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
中
心
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
や
野
心
は
、
限
度
を
超
え
て
利
己
的
な
利
益
を
追
求
す
る
性
向
が

あ
る
。
一
八
世
紀
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
、
理
想
主
義
者
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
権
力
や
野
心
、
集
団
的
な
利
己
心
を
恐
れ
な
か
っ
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た
の
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
府
は
憲
法
を
つ
く
り
、
そ
の
原
則
に
よ
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
と
考
え
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
っ
た
。
個
人
に
し
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
し
て
も
常
に
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
両

方
と
も
自
己
の
利
益
を
追
求
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
特
質
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
彼
は
考
え
る
。

自
由
放
任
主
義
の
政
治
哲
学
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
あ
る
。
ル
ソ
ー
は
、
矛
盾
す
る
諸
個
人
の
意
志
は
究
極
的
に
は
調
和
す
る
と
い
う

「
一
般
意
志
」
の
概
念
を
主
張
す
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
場
合
に
は
、
彼
の
『
道
徳
感
情
論
』（T

h
e T

h
eo

ry o
f M

o
ra

l S
en

tim
en

ts

）

の
中
で
は
、「
見
え
ざ
る
手
」
が
利
己
主
義
に
は
制
限
を
与
え
る
と
、
無
害
な
利
己
主
義
を
想
定
し
て
い
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
も
、A

n
 

In
q
u

iry in
to th

e N
a
tu

re a
n

d
 C

a
u

ses of th
e W

ea
lth

 of N
a
tion

s

（『
国
富
論
』）
で
は
利
己
主
義
のco

n
fl

ict

と
い
う
問
題
に
も
触
れ
て
い

る
か
と
思
う
。
し
か
し
、
ニ
ー
バ
ー
は
こ
こ
で
は
む
し
ろM

o
ral S

e
n

tim
e

n
ts

の
「
見
え
ざ
る
手
」
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

う
い
う
自
由
放
任
主
義
の
政
治
哲
学
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
は
、
矛
盾
す
る
諸
個
人
の
意
志
が
い
ず
れ
は
調
和
す
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い

る
が
、
本
当
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

一
方
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
社
会
理
論
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
、
こ
れ
は
革
命
の
か
な
た
に
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
理
想
社
会
が
出
現
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
必
ず
少
数
者
が
権
力
を
握
り
、
寡
頭
政
治
が
起
き
て
く
る
、
専
制
政
治
が
起
こ
っ
て
く
る
、
マ
ル
キ

シ
ズ
ム
は
そ
う
い
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
革
命
さ
え
起
こ
せ
ば
、
そ
の
か
な
た
に
理
想
の
社
会
が
生
み
出
さ

れ
て
く
る
と
考
え
る
。
人
間
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
は
、
個
人
の
中
枢
か
ら
も
集
団
の
中
枢
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
方
向
に
自
己
を
表
現
し
よ
う

と
す
る
。w

ill to
 p

o
w

e
r

（
権
力
へ
の
意
思
）
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
創
造
的
な
結
果
と
共
に
破
壊
的
な
結
果
を
も
含
ん
で
い
る
。
そ
う
い

う
権
勢
を
ど
う
均
衡
さ
せ
る
か
。
限
度
を
超
え
て
過
度
の
自
由
を
追
求
す
る
も
の
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
抑
制
・
秩
序
を
与
え
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
、
し
か
も
深
刻
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
を
彼
は
本
書
で
強
調
し
て
い
る
。

人
間
社
会
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
を
持
っ
た
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
相
互
間
の
軋
轢
や
競
争
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
ど
う
仲
裁
し
管
理
す
る
か
と
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い
う
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
道
徳
的
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
間
社
会
と
い
う
も
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
大
き
な

道
徳
的
・
歴
史
的
作
品
で
あ
る
、
危
険
性
を
は
ら
ん
だ
歴
史
的
な
作
品
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ニ
ー
バ
ー
は
い
う

わ
け
で
あ
る
。
個
人
と
い
う
の
は
、
歴
史
を
超
え
て
問
い
を
発
す
る
究
極
的
な
自
由
を
持
っ
て
い
る
。
歴
史
を
見
抜
く
力
、
そ
こ
に
あ
る
不

確
実
性
、
危
険
性
を
見
抜
く
力
を
人
間
の
自
由
は
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
個
人
と
社
会
は
、
両
方
と
も
が
、
権
力
追
求
の
中
心
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
危
険
性
と
問
題
を
ニ
ー
バ
ー
は
取
り
上
げ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

国
家
は
、
歴
史
に
お
け
る
自
己
中
心
的
な
権
力
、
力
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
、
良
心
の
自
由
が

必
要
で
あ
る
と
い
い
な
が
ら
も
、
宗
教
的
・
歴
史
的
な
制
度
で
個
人
の
究
極
の
自
由
を
縛
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ

ム
は
、
宗
教
の
領
域
に
お
け
る
自
由
の
要
求
と
い
う
、
重
要
な
主
張
を
し
て
き
て
い
る
。
ル
タ
ー
の
場
合
、
個
人
の
自
由
を
主
張
し
て
い
る

が
、
社
会
的
自
由
と
は
無
関
係
だ
と
い
う
。
ニ
ー
バ
ー
は
こ
こ
で
触
れ
て
い
な
い
が
、
ル
タ
ー
は
農
民
戦
争
に
直
面
し
た
と
き
、「
す
べ
て

の
人
は
、
上
に
立
つ
権
威
に
従
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
社
会
問
題
に
お
い
て
は
彼
が
一
方
で
主
張
し
た
個
人
の
自
由
の
追
求
と

は
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
セ
ク
タ
リ
ア
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
テ
ィ
（S

e
ctarian

 C
h

ristian
ity

）（
教
派
的
キ
リ
ス
ト
教
と
呼
ん
で

い
い
で
あ
ろ
う
か
）、
を
重
視
す
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
、「
福
音
主
義
的
自
由
の
確
保
か
ら
市
民
的
な
自
由
の
要
求
を
ひ
き
だ
し
た
」
と
い

う
点
を
重
要
視
し
て
い
る
。
パ
ウ
ロ
も
、「
わ
た
し
は
人
間
の
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
り
し
て
も
、
何
ら
意
に
介
し
な
い
」、「
わ
た
し
を
さ
ば

く
か
た
は
、
主
で
あ
る
」
と
、
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
四
章
（
三
―
四
節
）
に
述
べ
て
い
る
。「
人
間
に
従
う
よ
り
、
神
に
従
う
べ

き
」（
使
徒
行
伝
五
・
二
九
）
だ
と
も
。

悪
魔
的
専
制
君
主
が
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
超
越
的
な
高
さ
か
ら
、
個
人
は
時
代
を
見
渡
し
、
国
家
の
感
知
し
な
い
歴
史
の
終
わ

り
と
始
め
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
は
、
本
当
は
そ
う
い
う
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
個
人
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
偶

像
崇
拝
的
な
自
己
礼
賛
に
陥
る
と
き
、
そ
れ
を
制
約
し
、
縛
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
個
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
は
解
決
し
な
い
。
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国
家
が
個
人
を
縛
ろ
う
と
す
る
と
、
個
人
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
利
己
を
追
求
す
る
。
そ
の
間
両
方
と
も
が
偶
像
崇
拝
的
に
自
己
を
礼
賛
す

る
。
両
者
と
も
が
、
自
己
を
絶
対
化
す
る
偶
像
崇
拝
（Id

o
latr

y

）
に
陥
る
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
ニ
ー
バ
ー
は
指
摘
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

次
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
財
産
（p

ro
p

e
rty

）、
即
ち
、
富
、
経
済
力
の
問
題
で
あ
る
。「
人
間
の
歴
史
に
お
け
る
階
級
闘
争
は
、
経
済
力
を

持
つ
者
と
、
持
た
な
い
者
と
の
競
争
で
あ
り
、
持
た
な
い
者
は
、
欲
望
、
空
腹
、
怒
り
に
よ
っ
て
経
済
力
を
持
ち
過
ぎ
た
者
の
権
力
に
対
す

る
挑
戦
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
る
」。
そ
れ
が
階
級
闘
争
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
詳
し
く
触
れ
る
紙
幅
が
な
い
が
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ

ム
、
特
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
財
産
の
違
い
と
い
う
も
の
を
そ
の
ま
ま
容
認
し
て
い
る
」
と
見
る
。
こ
れ
は
、「
我
々
自
己
の
所

有
物
と
い
う
の
は
神
様
か
ら
管
理
を
託
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
のste

w
ard

sh
ip

、
つ
ま
り
、「
執
事
」
と
し
て
そ
れ
を
取
り
扱
う
こ

と
を
託
さ
れ
て
い
る
」
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
予
定
説
（p

re
d

e
te

rm
in

atio
n

）
の
立
場
か
ら
、
財
産
を
無
批
判
に
承
認

し
て
い
る
、
と
ニ
ー
バ
ー
は
見
て
い
る
。

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
経
済
観
は
中
産
階
級
の
宗
教
と
し
て
の
特
質
を
持
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
、
富
の
平
等
主
義
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
の
ア
ナ
バ
プ
テ
ス
ト
、
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ィ
ガ
ー
ズ
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
時
代
に
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の

中
の
左
派
で
あ
り
、
富
の
平
等
主
義
を
唱
え
た
。
セ
ク
タ
リ
ア
ン
は
無
産
主
義
の
宗
教
を
代
表
し
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
中
産
階
級
の
宗
教

を
代
表
し
て
い
る
と
ニ
ー
バ
ー
は
い
う
。

近
代
社
会
に
お
け
る
富
の
問
題
は
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
財
産
観
が
、
過
度
の
個
人
主
義
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
だ
。
マ
ル
キ
シ
ズ

ム
は
、
生
産
的
資
産
の
社
会
的
性
格
を
強
調
し
て
い
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
そ
の
点
で
は
、
生
産
的
資
産
の
社
会
的
性
格
に
関
す
る
マ
ル
キ
ス

ト
の
概
念
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
概
念
よ
り
も
真
理
に
近
い
と
自
分
は
思
う
。
し
か
し
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
幻
想
は
、
そ
の
ロ
マ
ン
主
義
的
な

人
間
観
の
故
に
、
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
見
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
第
三
章
は
経
済
的
な
富
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
お
り
、
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
。
キ
リ
ス
ト
者
の
中
に
も
、
平

等
主
義
者
と
、
富
は
神
様
か
ら
託
さ
れ
た
も
の
で
、
所
有
者
はste

w
ard

で
あ
る
と
い
う
中
産
階
級
的
な
立
場
と
の
両
方
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
国
民
社
会
の
中
に
、
民
族
、
文
化
、
宗
教
、
経
済
な
ど
に
よ
っ
て
多
く
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。
ニ
ー
バ
ー

は
こ
う
し
た
社
会
の
多
元
主
義
的
問
題
を
、
二
つ
の
切
り
口
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
一
つ
は
、
民
族
的
、
宗
教
的
、
文
化
的
な
形
で
の
諸
グ

ル
ー
プ
。
も
う
一
つ
は
、
経
済
力
に
お
い
て
多
様
な
形
を
と
る
資
産
階
級
と
持
た
ざ
る
者
の
階
級
。
そ
う
い
う
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
の
中
の

多
元
性
は
、
上
述
の
よ
う
な
二
つ
の
切
り
口
で
分
析
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
民
族
的
、
宗
教
的
、
文
化
的
な
多
元
主
義
に
つ
い
て
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
人
種
的
、
民
族
的
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
現
実
に
お
い
て
、
人
種
的
偏
見
と
か
多
数
者
の
プ
ラ
イ
ド
を
抑
制
し
て
少
数
者
を
ど
う
擁
護
す
る
か
と
い
う
問
題
が
非
常
に
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
く
る
。
第
二
に
、
現
代
産
業
社
会
の
諸
階
級
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
資
本
家
階
級
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
階
級
、
そ
の

間
に
中
産
階
級
が
あ
る
。
中
産
階
級
に
は
、
農
業
グ
ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
、
数
限
り
な
く
多
様
な
中
小
企
業
家
、
専
門
家
階
級
、
小
売
商
人
、

漁
民
な
ど
、
多
様
な
諸
階
級
が
中
産
階
級
の
中
に
あ
る
。
経
済
の
側
か
ら
切
っ
て
い
っ
て
も
そ
う
い
う
多
様
性
と
い
う
問
題
が
明
ら
か
に

な
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
こ
う
し
た
中
産
階
級
の
幅
が
大
き
く
な
る
ほ
う
が
社
会
の
安
定
の
た
め
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
状
況
の
中
で
、
均
衡
が
ど
う
保
た
れ
る
か
。
そ
れ
ら
の
関
係
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
し
て
い
く
ほ
う
が
、
権
力
の

交
代
が
し
や
す
く
な
る
。
有
産
階
級
と
無
産
階
級
、
そ
の
間
の
中
産
階
級
が
多
様
に
広
が
っ
て
多
く
あ
る
ほ
ど
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

立
場
を
と
っ
て
い
る
（
後
で
触
れ
る
が
、
私
は
こ
の
本
の
出
版
当
時
、
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
か
ら
こ
の
本
に
つ
い
て
の
勉
強
会
に
招
か
れ

た
が
、
か
つ
て
東
大
の
学
生
た
ち
の
研
究
会
で
、
中
産
階
級
の
概
念
に
つ
い
て
質
問
が
出
て
、
随
分
議
論
し
合
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
）。
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ニ
ー
バ
ー
は
そ
う
い
う
意
味
で
、
中
産
階
級
は
幅
広
い
ほ
ど
よ
い
と
見
て
お
り
、
社
会
は
民
族
的
、
文
化
的
、
経
済
的
、
多
元
的
で
あ
る

こ
と
を
評
価
す
る
。
一
つ
の
力
が
常
に
固
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
貧
し
い
者
も
投
票
権
で
一
つ
の
政
治
力
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ

り
、
権
力
の
交
代
が
起
き
る
社
会
が
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
く
、
そ
れ
が
社
会
に
と
っ
て
は
重
要
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
い

る
。そ

の
た
め
に
は
、
自
己
本
位
の
腐
敗
が
常
に
忍
び
込
ん
で
く
る
と
い
う
危
険
性
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
多
元
的
な
者
の

共
存
を
可
能
に
す
る
寛
容
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
立
っ
て
い
る
が
、
真
実
の
宗
教

は
、「
絶
え
ざ
る
謙
虚
の
泉
で
あ
る
」
と
い
う
。「
人
間
生
来
の
プ
ラ
イ
ド
を
抑
制
す
る
。
究
極
の
真
理
を
語
ろ
う
と
も
、
結
局
、
人
間
は
相

対
的
な
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
に
お
け
る
第
一
回
の
「
ニ
ー
バ
ー
研
究
会
」
で
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
ニ
ー
バ
ー
の
関
係
が
語
ら
れ
た
が
、

ニ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、「
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
時
代
の
宗
教
闘
争
」
に
は
、
ピ
ュ
ー
リ
ズ
ム
の
中
に
独
善
性
が
あ
っ
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
関

す
る
自
分
た
ち
特
有
の
解
釈
の
み
が
正
し
い
と
」
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
狂
信
者
も
い
た
。
し
か
し
「
宗
教
的
寛
容
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
寛

容
）
は
宗
教
的
謙
遜
を
表
現
す
る
」
も
の
だ
。
そ
れ
こ
そ
が
非
常
に
重
要
な
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。

多
様
な
る
者
の
共
存
（
寛
容
）
の
例
と
し
て
、
独
立
教
会
主
義
者
（
イ
ン
デ
ィ
ベ
ン
デ
ン
ト
）、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
（
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
左
派
）、

ル
ネ
サ
ン
ス
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
た
温
和
な
英
国
教
会
派
（
ア
ン
グ
リ
カ
ン
）、
他
の
セ
ク
ト
的
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
共
存
を

挙
げ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン
の
『
ア
レ
オ
パ
ジ
テ
ィ
カ
（A

reop
a
gitica

）』（
言
論
の
自
由
）
な
ど
は
、
宗
教
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

基
礎
を
つ
く
る
宗
教
的
謙
遜
を
表
現
す
る
も
の
と
見
て
い
る
。

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
は
、
自
ら
の
偶
像
崇
拝
化
を
免
れ
、
自
己
絶
対
化
が
で
き
な
い
よ
う
自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
寛
容
を
成
り
立
た
せ
る
も
の
だ
と
い
う
。
自
ら
を
絶
対
的
な
も
の
、
公
式
の
正
当
性
を
持
つ
も
の
と
見
る
こ
と
を
し
な
い
謙
遜
こ
そ

重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
を
し
て
、
多
元
的
な
る
も
の
を
容
認
し
、
寛
容
に
共
存
さ
せ
る
基
本
的
原
理
だ
と
ニ
ー
バ
ー
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は
強
調
す
る
。

次
は
世
界
共
同
体
（W

o
rld

 C
o

m
m

u
n

ity

）
の
問
題
で
あ
る
。
平
和
と
正
義
を
達
成
す
る
た
め
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原
理
を
世
界
的
ひ

ろ
が
り
に
ま
で
拡
張
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
世
界
共
同
体
の
形
成
が
最
も
緊
急
な
課
題
に
な
っ
て
き
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
ユ
ダ
ヤ

人
も
ギ
リ
シ
ャ
人
も
同
じ
だ
と
い
う
道
徳
的
・
宗
教
的
普
遍
性
（
ガ
ラ
テ
ヤ
人
へ
の
手
紙
三
・
二
八
）
と
い
う
面
か
ら
の
と
ら
え
方
と
、
産

業
社
会
の
技
術
的
普
遍
性
と
い
う
と
ら
え
方
と
の
二
つ
の
力
の
複
合
が
世
界
共
同
体
建
設
の
可
能
性
へ
の
展
望
を
与
え
て
き
た
と
い
う
。

し
か
し
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
道
徳
的
普
遍
性
と
技
術
的
普
遍
性
と
い
う
二
つ
の
普
遍
性
が
世
界
共
同
体
建
設
に
力
強
い
推
進
力
を
生
み
出
す

こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
単
純
な
普
遍
主
義
の
幻
想
を
持
つ
こ
と
の
危
険
性
も
指
摘
し
て
い
る
。
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
常
に
、
特

殊
的
で
制
約
さ
れ
た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
歴
史
的
に
持
っ
て
い
る
。
自
分
の
伝
統
に
対
す
る
忠
誠
心
と
い
う
も
の
は
外
に
出
せ
る
も
の
で
は

な
い
が
、
そ
れ
を
過
小
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。
素
朴
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
は
、
道
徳
的
な
理
想
と
憲
法
が
あ
れ
ば
簡
単
に
世
界
共
同
体
が

で
き
る
と
考
え
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
容
易
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
超
越
し
う
る
高
さ
を
持
つ
個
人
の
自
由
の
宗
教

的
超
越
性
が
探
求
さ
れ
、
防
御
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
世
界
共
同
体
は
決
し
て
創
造
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

戦
後
国
連
が
抱
え
て
い
く
、
自
由
主
義
国
ア
メ
リ
カ
と
、
も
う
一
つ
の
強
大
国
で
あ
る
ソ
連
と
の
対
立
、
冷
戦
状
況
を
彼
は
予
測
し
な
が

ら
、
そ
こ
で
周
り
に
あ
る
弱
小
国
の
自
由
を
守
る
秩
序
を
ど
う
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
、
そ
う
い
う
問
題
の
深
刻
さ
を
彼
は
見
越
し
て
い
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
来
、
ア
メ
リ
カ
で
は
世
界
共
同
体
の
青
写
真
を
い
ろ
い
ろ
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
き
た
、
し
か
し
そ
う
い
う
簡
単
な
青
写
真
で
世
界
共
同
体
は
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
ニ
ー
バ
ー
は
警
告
し
つ
つ
、
そ
の
課
題
の
重

要
さ
を
洞
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
光
の
子
と
闇
の
子
』
と
い
う
本
は
、
そ
う
い
う
世
界
共
同
体
の
つ
く
り
方
の
困
難
さ
と
共
に
、
人
類
社
会
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
、
究

極
の
課
題
だ
と
い
う
現
代
の
問
題
に
ま
で
触
れ
て
書
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
課
題
こ
そ
〝
不
可
能
な
る
可
能
性
〞（im

p
o

ssib
le
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p
o

ssib
ility

）
だ
と
結
ん
で
い
る
。

本
書
の
政
治
哲
学
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
序
論
で
も
触
れ
て
い
る
が
、
歴
史
を
通
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
歩
み
を
と
も
に
し
て
き
た
オ
プ
テ
ィ

ミ
ズ
ム
を
と
る
か
、
あ
る
い
は
、
人
間
社
会
を
専
制
政
治
の
謀
略
に
ま
か
せ
る
道
徳
的
シ
ニ
シ
ズ
ム
を
と
る
か
の
課
題
に
直
面
し
、
そ
の
い

ず
れ
か
を
と
る
の
で
は
な
く
て
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
観
こ
そ
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
の
進
歩
に
、
よ
り
適
切
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
主

張
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ
の
本
を
書
か
せ
て
い
る
政
治
哲
学
の
立
場
だ
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
。

三
、
戦
後
日
本
の
思
想
界
に
こ
の
書
物
が
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
何
で
あ
っ
た
か

こ
の
本
は
既
述
の
よ
う
に
、
一
九
四
四
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
争
が
終
わ
っ
た

後
、
四
八
年
に
、
私
が
訳
し
て
出
版
し
た
。
私
は
、
こ
の
本
を
日
本
語
に
ど
う
し
て
も
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の

こ
ろ
は
日
本
Y
W
C
A
学
生
部
の
幹
事
と
し
て
、
戦
争
中
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
い
た
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
学
生
運
動
を
再
建
す
る
仕
事
の

責
任
を
負
い
、
非
常
に
忙
し
い
生
活
を
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
夜
中
に
一
生
懸
命
に
訳
し
た
。
誤
訳
も
あ
り
、
不
適
当
な
部
分
が
多
か
っ

た
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
『
光
の
子
と
闇
の
子
』
は
非
常
に
広
く
読
ま
れ
た
。
な
ぜ
あ
の
時
代
に
、
あ
の
よ
う
に
読
ま
れ

た
の
か
、
つ
ま
り
戦
後
日
本
の
思
想
界
に
こ
の
書
物
が
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
思
い
返
そ
う
と

思
う
。

一
九
四
八
年
ご
ろ
は
、
日
本
は
ち
ょ
う
ど
占
領
下
に
あ
り
、
思
想
的
な
模
索
の
状
況
に
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
前

の
時
期
で
あ
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
知
識
人
の
中
に
は
、
民
主
化
を
歓
迎
し
つ
つ
も
、
ア
メ

リ
カ
の
支
配
に
対
す
る
批
判
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
方
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
も
も
う
一
つ
の
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、
そ
れ
へ
の
関
心
と
批
判
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と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
関
係
の
問
題
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
戦
後
の
思
想
状
況
に
対
し
て
非
常
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
含
む
問
題
を
投
げ
か
け
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
で
多
く
の
方
々
に
関
心
を
持
た
れ
、
読
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

そ
れ
も
キ
リ
ス
ト
者
の
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
は
な
く
て
一
般
の
人
々
も
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
マ
ル
キ
ス
ト
の
研
究
会
で
も
読
ま
れ
て
い

た
。
私
は
世
間
知
ら
ず
の
若
者
で
、
こ
の
本
の
読
書
会
の
い
ろ
い
ろ
な
集
ま
り
に
招
か
れ
て
出
か
け
て
い
っ
た
。
中
に
は
す
ご
い
マ
ル
キ
ス

ト
の
指
導
者
た
ち
の
会
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
後
で
わ
か
っ
て
驚
い
た
が
、
そ
の
と
き
は
怖
い
も
の
知
ら
ず
で
、
そ
の
人
た
ち
と
随
分
議
論

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
方
々
は
真
剣
に
読
ん
で
い
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
問
題
提
起
を
真
面
目
に
話
し
合
う
こ
と
が
で

き
た
。
た
だ
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
謳
歌
す
る
の
で
は
な
く
、
愚
か
な
光
の
子
と
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
を
批
判
し
て
い
る
こ

と
、
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
共
感
と
批
判
な
ど
が
真
剣
に
受
け
止
め
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
私
も
ま
だ
世
間
知
ら
ず
の
若
者
だ
っ
た
の

で
、
そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
の
方
々
と
議
論
を
し
た
が
、
今
か
ら
思
う
と
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
。

読
書
会
、
講
演
会
、
座
談
会
な
ど
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
東
大
Y
M
C
A
で
、
当
時
大
塚
久
雄
教
授
の
ゼ
ミ
の
グ
ル
ー
プ
が
中
心
に
な
っ

た
研
究
会
に
も
行
っ
た
が
、
そ
の
と
き
、
中
産
階
級
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
随
分
質
問
が
あ
っ
た
。
今
だ
っ
た
ら
も
う
少
し
よ
く
説
明
で
き

た
の
に
と
思
う
。
マ
ル
キ
ス
ト
の
方
々
と
の
座
談
会
の
記
録
は
『
理
論
』（
一
九
四
九
年
二
月
号
、
日
本
評
論
社
）
と
い
う
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

ル
ー
テ
ル
派
の
岸
千
年
先
生
が
、「『
光
の
子
と
闇
の
子
』
と
い
う
と
、
何
だ
か
お
と
ぎ
話
み
た
い
な
可
愛
ら
し
い
題
だ
け
れ
ど
、
内
容

は
難
し
い
よ
。
と
て
も
大
事
な
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
優
れ
た
本
だ
か
ら
、
よ
く
読
ま
な
け
れ
ば
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
こ

と
も
聞
い
た
。

矢
内
原
忠
雄
先
生
は
、
日
本
で
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
が
非
常
に
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
、
先
生
自
身
マ
ル
ク
ス
主
義
を
学
ん
で
お
ら
れ
、
マ
ル
キ
ス

ト
の
友
達
が
東
大
に
も
大
勢
い
た
。
矢
内
原
先
生
は
植
民
地
問
題
が
ご
専
門
だ
っ
た
が
、
先
生
自
身
も
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
に

非
常
に
関
心
が
あ
っ
て
、
新
教
出
版
社
か
ら
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
』
と
い
う
本
を
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に
書
い
て
お
ら
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れ
る
。
そ
の
矢
内
原
先
生
も
こ
の
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
ら
し
く
、
戦
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
か
れ
た
と
き
、
ニ
ー
バ
ー
教
授
を
訪
ね
ら

れ
、
ニ
ー
バ
ー
が
な
ぜ
マ
ル
ク
ス
主
義
を
光
の
子
の
中
へ
入
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
を
私
に
話
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
そ
の
こ
ろ
は
東
欧
の
現
実
を
見
て
き
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
し
て
非
常
に
批
判
的
に
な
っ
て
い
た
と
思

う
。そ

の
こ
ろ
の
私
は
ま
だ
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
の
よ
う
な
本
を
専
門
的
な
日
本
語
に
す
る
訓
練
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
私
の
訳
に
は
、
い
ろ
い
ろ
間
違
い
と
か
、
不
適
当
な
表
現
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
か
ね
て
だ
と
思
う
が
、
丸
山
眞
男
さ
ん
が
随
分
時

間
を
と
っ
て
検
討
し
て
く
だ
さ
り
、
こ
こ
は
こ
う
表
現
し
た
ほ
う
が
よ
く
な
い
で
し
ょ
う
か
、
こ
こ
は
こ
う
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
と
幾
つ

も
重
要
な
点
を
ご
指
摘
く
だ
さ
っ
た
。
岩
波
書
店
の
中
で
平
和
問
題
談
話
会
に
共
に
出
て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
有
難

く
、
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
参
考
に
し
て
私
は
、
新
書
に
な
る
時
期
に
は
訂
正
し
た
。
そ
の
後
、
ニ
ー
バ
ー
の
生
誕
一
〇
〇
周
年
の
折
、
大
木
英
夫
教
授
、
山

本
俊
明
出
版
部
長
ら
か
ら
求
め
ら
れ
て
、
聖
学
院
か
ら
『
光
の
子
と
闇
の
子
』
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
度
は
少
し
大
人
の
私
と
し

て
訳
さ
な
け
れ
ば
と
い
け
な
い
と
思
い
、
よ
く
読
み
返
し
、
翻
訳
し
直
し
た
。

一
九
九
三
年
に
、
東
大
の
法
学
部
で
丸
山
眞
男
教
授
の
論
文
「
忠
誠
と
反
逆
」
の
講
評
会
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
こ
で
丸
山
さ
ん
が
、
自
分

は
ニ
ー
バ
ー
か
ら
非
常
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
い
、
超
越
的
な
る
も
の
（
神
）
に
よ
っ
て
自
我
（
内
な
る
罪
の
意
識
）
が
縛
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
の
重
要
さ
を
い
っ
て
お
ら
れ
る
の
に
驚
い
た
。
キ
リ
ス
ト
者
で
は
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
者
に
非
常
に
近
い
意
識
を
持
っ
て
い

た
政
治
思
想
史
の
学
者
に
も
、
こ
う
し
た
影
響
を
与
え
て
い
た
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

キ
リ
ス
ト
教
会
全
般
を
考
え
る
と
、
ニ
ー
バ
ー
の
本
だ
け
で
は
な
い
が
、
戦
後
、
社
会
悪
の
問
題
を
熱
心
に
問
お
う
と
す
る
関
心
は
強
く

な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
悪
の
克
服
に
つ
い
て
特
定
の
考
え
方
だ
け
が
絶
対
だ
と
い
う
よ
う
な
自
己
絶
対
化
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
ニ
ー
バ
ー
が
こ
の
本
で
、
自
己
絶
対
化
の
危
険
性
を
抑
制
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
な
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の
だ
が
。

自
己
絶
対
化
へ
の
謙
虚
な
自
己
抑
制
な
し
に
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
社
会
問
題
へ
の
関
心
が
キ
リ
ス
ト
教
会
の
中
に

強
ま
っ
て
い
き
、
そ
う
し
た
考
え
方
が
教
会
の
内
部
分
裂
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
教
会
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
「
原
罪
説
は
人
間
の
歴
史
の
謎
を
解
く
鍵
だ
」
と
い
っ
た
が
、
こ
の
問
題
は
歴
史
の
中
に
起
こ
っ
た
い
ろ
い
ろ
の
相
剋

や
対
立
、
分
裂
な
ど
の
問
題
を
考
え
る
上
に
、
深
い
洞
察
と
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
教
訓
だ
と
思
う
。

四
、
今
日
の
私
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
日
、
こ
の
本
が
私
た
ち
に
ど
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
つ
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
短
く
触
れ
て
、
こ
の
話
を
終
わ
り
た
い
と
思
う
。

ニ
ー
バ
ー
の
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
は
、
私
ど
も
自
身
の
中
に
愚
か
な
光
の
子
と
闇
の
子
が
共
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
本
当
に
大
事
だ
と
い
う
呼
び
か
け
を
、
今
読
ん
で
も
感
じ
る
。「
原
罪
説
は
人
間
の
歴
史
の
謎
を
解
く
鍵
だ
」

と
い
っ
た
こ
と
、
こ
れ
は
、
謙
虚
な
自
己
認
識
、
我
々
の
思
想
と
行
動
に
潜
ん
で
い
る
悪
を
見
抜
く
姿
勢
、
自
分
の
考
え
方
を
絶
対
化
す
る

危
険
性
を
鋭
く
見
抜
き
、
自
己
抑
制
を
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
点
で
、
驚
く
ほ
ど
彼
は
一
貫
し
て
、

キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
よ
っ
て
人
間
の
本
性
を
鋭
く
見
抜
く
洞
察
を
強
調
し
て
い
る
。
自
己
絶
対
化
、
自
己
礼
賛
の
罪
を
私
ど
も
に
示
す
も

の
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
だ
と
い
う
こ
と
が
、
彼
の
基
本
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
う
。

も
う
一
つ
は
、
異
質
の
者
と
の
共
存
と
い
う
、
多
元
主
義
の
世
界
の
課
題
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
雑
居
文
化
と
い
う
よ
う

な
そ
う
い
う
意
味
の
多
元
で
は
な
く
て
、
自
分
と
異
な
る
者
に
対
し
て
そ
の
主
張
や
理
念
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
開
か
れ
た
目
を
持
つ
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
寛
容
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
己
超
越
の
思
想
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
。
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第
三
は
、
社
会
正
義
を
求
め
て
、
社
会
悪
を
克
服
す
る
道
を
追
求
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
歴
史

の
中
の
興
味
深
い
例
を
挙
げ
な
が
ら
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
上
述
し
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
だ
が
、
自
分
の
選
ん
だ
一
つ
の
道
だ
け
を
絶
対
化

し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
へ
の
警
戒
で
あ
る
。

第
四
に
、
世
界
共
同
体
の
形
成
に
つ
い
て
。
現
在
、
国
連
で
は
総
会
が
一
九
二
カ
国
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
驚
く
ほ
ど
の
多
く
の
独
立
国

が
で
き
て
お
り
、
特
定
の
大
国
だ
け
の
思
惑
で
世
界
の
問
題
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
国
連
の
総
会
で
の
多
数
者
の
声
が
重
要
視
さ
れ
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
こ
の
本
で
、
世
界
共
同
体
の
形
成
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
類
の
最
後
の
課
題
だ
と
い
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の

人
間
観
が
そ
こ
で
ど
う
い
う
洞
察
と
役
割
を
果
た
す
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
多
元
主
義
の
問
題
、
多
様
な

価
値
観
の
間
に
普
遍
的
な
公
分
母
を
ど
う
見
出
し
て
い
く
か
。
特
殊
的
な
文
化
、
社
会
、
宗
教
の
自
己
主
張
、
自
己
絶
対
化
に
よ
る
文
明
の

危
機
、
対
立
、
相
剋
、
分
裂
の
危
機
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
い
く
か
。

多
様
な
も
の
を
平
和
的
に
共
存
さ
せ
て
い
く
た
め
の
知
恵
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
ニ
ー
バ
ー

は
一
貫
し
て
説
い
て
い
る
。
そ
れ
が
『
光
の
子
と
闇
の
子
』
を
書
か
せ
た
原
動
力
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
度
、
よ
く
読
み
返
し
て
み
て
、

今
さ
ら
な
が
ら
、
ま
た
新
た
に
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

（
本
稿
は
、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
に
お
い
て
二
〇
〇
九
年
一
二
月
五
日
に
行
わ
れ
た
、
二
〇
〇
九
年
度
第
二
回
ニ
ー
バ
ー
研
究
会
で
の
講
演

を
も
と
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。）
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田
中 

全
く
の
ニ
ー
バ
ー
の
門
外
漢
か
ら
ご
質
問
申
し
上
げ
ま

す
。
一
つ
は
、
先
ほ
ど
多
様
性
の
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
ニ
ー
バ
ー
が
も
し
生
き
て
い
た
ら
今
の
E
U
と

い
う
も
の
を
ど
う
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
E
U

憲
法
条
約
の
中
に
E
U
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
イ

ン
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
」
だ
と
書
い
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
多
様

『
光
の
子
と
闇
の
子
』
に
つ
い
て　

質
疑
応
答
（
抜
粋
）

講　

演 

武　

田　

清　

子

質
問
者 

田　

中　

豊　

治 

（
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
客
員
教
授
）

 

古　

屋　

安　

雄 

（
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
教
授
）

 

大　

木　

英　

夫 

（
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
長
）

 

髙　
　

萬　

松 

（
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
助
教
）

 

小
田
川　
　

興 

（
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
客
員
教
授
）

 

鵜
木　

奎
二
郎 

（
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

（
発
言
順
）
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性
に
お
け
る
統
一
で
あ
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
テ
ィ
ー
と
は
い
わ
ず
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
と
い
っ
て
い
る
か

ら
、
こ
れ
は
あ
る
種
の
状
況
的
な
判
断
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
あ

る
い
は
進
行
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
か
、
絶
え
ず
そ
の
方
向
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
い
る
、
非
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
感
じ
が
す
る

と
思
う
の
で
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
ニ
ー
バ
ー
は
ど
う
考
え
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
点
は
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
問
題
。
先
生
は
「
中
産
階

級
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
翻
訳
の
中
に
は
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
階
級
」
と
い
う
表
現
も
出
て
く
る
。
中
産
階
級
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア

階
級
は
同
じ
も
の
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
の
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
。
先
ほ
ど
先
生
か
ら
、
か
つ
て
い
ろ
い
ろ
な
議
論
の

中
で
中
産
階
級
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
ニ
ー
バ
ー
の
考
え
方
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

武
田 

第
一
の
多
様
性
の
問
題
に
つ
い
て
ニ
ー
バ
ー
は
ど
う
い
っ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
話
が
違
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
最
近
、
ア
ジ
ア
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
ユ
ー
ロ
ピ

ア
ン
・
ユ
ニ
テ
ィ
ー
）
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
あ
る
日
本
の
政
治
家
が
い
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ

ア
と
が
非
常
に
違
う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
に
は
一
つ
の
ク

リ
ス
テ
ン
ダ
ム
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
一
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
共

同
体
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
分
か
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ

が
も
う
一
回
、
統
合
さ
れ
る
。
異
質
の
も
の
が
一
つ
に
な
る
の
で

は
な
く
て
、
か
つ
て
は
一
つ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
よ
る
分
解
を
経
て
、
再
び
一
つ
の
連
合
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
も
っ
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
は
そ
の
後
い
ろ
い
ろ

な
国
々
を
含
め
て
膨
ら
ん
で
き
て
い
ま
す
か
ら
、
全
部
が
そ
う
だ

と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
「
核
」
に
な
っ
た
も

の
は
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
成
立
に
至
る

ま
で
に
は
カ
レ
ル
ギ
ー
〔R

ich
ard

 C
o

u
d

e
n

h
o

ve
-K

ale
rg

i 1
8

9
4

―1
9

7
2

〕
な
ど
の
努
力
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
。

こ
れ
と
対
比
し
て
、
ア
ジ
ア
の
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
が

そ
れ
ぞ
れ
に
植
民
地
で
し
た
か
ら
、
宗
主
国
と
の
関
係
の
ほ
う
が

隣
国
よ
り
も
近
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
宗
教
も
違

い
ま
す
か
ら
、
非
常
に
難
し
い
問
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
経
済

な
ら
経
済
だ
け
と
い
う
の
な
ら
別
で
す
が
、
文
化
の
領
域
で
の
統

合
は
困
難
で
す
ね
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
ユ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ユ
ニ
テ
ィ
ー
）
は
ま

だ
ニ
ー
バ
ー
の
時
代
に
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
彼
はW

o
rld

 

C
o

m
m

u
n

ity

（
世
界
共
同
体
）
は
人
類
に
と
っ
て
の
最
後
の
目

的
だ
、
最
後
の
難
し
い
課
題
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

民
族
の
伝
統
的
文
化
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
そ
し
て
利
己
的
な

自
己
目
的
、
自
己
の
利
益
追
求
、
自
己
絶
対
化
、
排
他
性
な
ど

が
、
強
固
な
力
を
持
っ
て
い
る
現
実
に
あ
っ
て
、
他
者
に
対
す
る

寛
容
、
自
己
抑
制
が
ど
う
で
き
る
か
。
こ
う
い
う
問
題
を
、
第
五

章
のW

o
rld

 C
o

m
m

u
n

ity

で
述
べ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
は
お

そ
ら
く
賛
成
だ
っ
た
ろ
う
と
推
察
し
ま
す
。

そ
の
場
合
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
イ
ン
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
の

問
題
で
す
が
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
共
通
の
目
的
、
利
益
に
向
か
っ

て
常
に
変
わ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
今
度
E
U
に
大
統

領
職
が
で
き
ま
し
た
が
、
一
つ
の
国
の
大
統
領
と
い
う
意
味
で

は
な
く
て
、
五
年
毎
に
変
え
る
と
い
う
非
常
に
ル
ー
ス
（lo

o
se

）

な
つ
な
が
り
で
す
ね
。

田
中 

大
統
領
と
い
っ
て
も
外
務
大
臣
に
当
た
る
よ
う
な
も
の
で

す
ね
。

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
E
U
憲
法
条
約
で
も
、
表
現

の
仕
方
は
非
常
に
慎
重
で
、
決
し
て
統
一
と
い
う
言
い
方
は
出
さ

な
い
わ
け
で
す
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
な
ん
で
す
ね
、
ユ
ニ
テ
ィ
ー
で

は
な
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
そ
う
い
う
か
た
ち
の
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
、
そ
こ
に
あ
る
種
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
、
こ
れ
は

ニ
ー
バ
ー
の
言
葉
で
い
え
ば
「
希
望
」
で
す
、
永
遠
に
続
い
て
い

く
希
望
な
ん
で
す
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
で
は
な
い
、
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
で
す
か
ら
ユ
ニ
テ
ィ
ー
に
向
け
て
絶
え
ず
努
力
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
の
E
U
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
あ
る

地
域
の
、
新
し
い
形
の
地
域
国
家
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
世
界

的
な
規
模
で
拡
大
す
れ
ば
ニ
ー
バ
ー
の
い
う
と
こ
ろ
の
世
界
共
同

体
に
な
る
わ
け
で
す
。
ニ
ー
バ
ー
は
世
界
共
同
体
も
そ
う
い
う
も

の
と
し
て
考
え
て
い
た
と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

武
田 
た
だ
、
世
界
共
同
体
の
場
合
に
は
、
ア
ラ
ブ
に
せ
よ
イ
ス

ラ
ム
に
せ
よ
難
し
い
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
ね
。

田
中 

え
え
、
も
っ
と
難
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。
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武
田 

ア
ジ
ア
の
場
合
、
宗
教
、
文
化
な
ど
に
大
き
い
違
い
が
あ

り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
底
深
い
違
い
と
問
題
を
内
包
し
て
い

る
と
思
え
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
も
の
を
拡
大
し
て
い
け

ばW
o

rld
 C

o
m

m
u

n
ity

が
で
き
る
、
と
簡
単
に
は
い
え
な
い
で

し
ょ
う
が
、
そ
こ
に
こ
そ
、
こ
れ
に
忍
耐
強
く
希
望
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
人
類
的
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

田
中 

に
も
か
か
わ
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

武
田 

に
も
か
か
わ
ら
ず
。
そ
う
で
す
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
イ

ン
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
を
重
要
視
し
、

尊
重
し
な
が
ら
一
つ
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
希
望
を
持
っ
て

絶
え
ず
追
求
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

そ
れ
は
変
化
し
、
動
い
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

ニ
ー
バ
ー
は
、
そ
れ
が
最
後
の
目
的
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
彼
が

よ
く
使
う
イ
ン
ポ
シ
ブ
ル
・
ポ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
不
可
能
な
る
可

能
性
）。
イ
ン
ポ
シ
ブ
ル
に
見
え
る
が
究
極
の
ポ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー

だ
と
。
イ
ン
ポ
シ
ブ
ル
・
ポ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
世
界
共
同

体
と
い
う
も
の
を
彼
は
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
青
写
真
を
つ
く

れ
ば
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
憲
法
を
つ
く
れ
ば
す
ぐ
に

で
き
る
か
と
い
っ
た
ら
そ
ん
な
容
易
な
課
題
で
は
な
い
と
。

そ
れ
か
ら
ニ
ー
バ
ー
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
も
、

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
時
代
の
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
や
デ
ィ
ガ
ー
ズ
の
中
に

は
、
非
常
に
独
善
的
な
狂
信
的
な
人
た
ち
も
い
た
と
批
判
的
に
と

ら
え
て
い
る
。
そ
こ
に
セ
ク
タ
リ
ア
ン
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
温
和
に
進
め
ら
れ
た
ア
ン
グ
リ
カ
ン
な
ど
を

含
め
て
キ
リ
ス
ト
者
の
集
団
の
内
包
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
の

考
え
方
を
示
す
の
も
、
世
界
共
同
体
形
成
に
は
寛
容
が
重
要
な
課

題
だ
と
い
う
こ
と
と
つ
な
が
る
か
と
思
い
ま
す
。

ニ
ー
バ
ー
は
、W

o
rld

 C
o

m
m

u
n

ity

が
規
則
か
憲
法
に
よ
っ

て
容
易
に
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人

類
社
会
に
と
っ
て
の
そ
れ
が
最
後
の
目
的
だ
と
。
希
望
を
持
っ
て

イ
ン
ポ
シ
ブ
ル
・
ポ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
祈
り
求
め
て
い
く
と
い
う

姿
勢
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
現
代
の
問
題
と
し
て
も
示
唆
で
き
る
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。

田
中 

い
わ
ゆ
る
〔
ニ
ー
バ
ー
の
い
う
〕「
不
屈
の
希
望
」
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

武
田 
そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
謙
虚
な
自
己
抑

制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
信
仰
の
み
が
、
自
己
を
絶
対
化
し
て
い
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こ
う
と
す
る
自
己
を
抑
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
に
中
産
階
級
の
問
題
で
す
が
、
資
本
家
階
級
、
資
産
家
階

級
、
俗
に
い
う
金
持
階
級
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
す
が
、
貴
族
や
大
資

本
家
な
ど
の
上
層
階
級
と
下
層
の
平
民
や
貧
民
と
の
中
間
で
あ
る

中
産
階
級
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
資
本
主
義
社

会
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
中
の
大
資
本
家
も
含
ま
れ
ま
す
ね
。
ニ
ー

バ
ー
が
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
中
産
階
級
の
思
想
で
あ
り
、
セ
ク
タ

リ
ア
ン
が
無
産
階
級
の
宗
教
だ
と
い
う
と
き
、
大
資
本
家
や
貴
族

は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
中
産
階
級
の
中
に
は
多

様
な
人
々
が
い
ま
す
が
、
農
業
経
営
者
、
種
々
の
中
小
企
業
主
、

商
店
主
、
学
者
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
特
殊
な
専
門
家
の
グ
ル
ー

プ
、
事
務
員
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
こ
う
し
た
多
様
な
社
会
階
層
を

含
ん
だ
も
の
を
中
産
階
級
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
中

産
階
級
の
幅
が
広
い
ほ
ど
、
多
様
で
あ
る
ほ
ど
、
社
会
は
安
定
す

る
と
ニ
ー
バ
ー
は
見
て
い
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
中
で
も
ト
ッ
プ
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
最
低
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
両
極
に
な
っ
て
い

く
こ
と
は
非
常
に
危
険
だ
と
考
え
て
い
た
。
で
き
る
だ
け
中
産
階

級
を
広
め
て
い
く
、
多
様
化
さ
せ
て
い
く
、
そ
れ
を
含
ん
で
い
く

ほ
う
が
社
会
は
安
定
す
る
と
い
う
と
ら
え
方
で
す
。
ニ
ー
バ
ー

は
、
財
産
（
資
産
）
に
関
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
観
念
は
、
過
度
に

個
人
主
義
的
で
あ
り
、
自
己
を
利
用
す
る
他
者
に
対
し
て
防
御
的

だ
と
批
判
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
代
産
業
社
会
に
お
い
て
は
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
個
人
主
義
に
基
づ
く
財
産
の
私
有
的
性
格
と
社
会

的
機
能
と
の
間
に
深
い
溝
が
あ
る
。
こ
の
矛
盾
に
関
し
て
は
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
観
念
よ
り
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
ほ
う
が
真
理
に
近
い
と

も
い
っ
た
と
い
う
こ
と
も
前
に
触
れ
ま
し
た
。

古
屋 

今
は
こ
の
本
が
書
か
れ
て
か
ら
、
も
う
五
〇
年
ぐ
ら
い

た
っ
て
い
ま
す
ね
。
し
か
も
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
が
あ
り
ま
し

た
。
共
産
主
義
国
の
崩
壊
を
見
て
、
ニ
ー
バ
ー
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
だ
ろ
う
か
と
。
こ
の
本
が
書
か
れ
た
と
き
、
ニ
ー
バ
ー
は
、

共
産
主
義
や
マ
ル
ク
ス
に
対
し
て
も
、
愚
か
な
光
の
子
と
み
る
よ

う
に
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
は
な
か
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
、
む
し
ろ
今
の
共
産
主
義
の
状
況
を
見
る
と
、

ニ
ー
バ
ー
は
、
先
生
が
よ
く
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
バ
ル

ト
か
ら
む
し
ろ
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
ほ
う
に
近
づ
い
て
い
っ
た
の
で
は
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な
い
か
と
。
だ
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
中
に
独
裁
主
義
の
危
険
を
感

じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
。

武
田 

ニ
ー
バ
ー
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
中
か
ら
独
裁
者
、
寡
頭
政

治
が
出
て
く
る
。
必
ず
そ
こ
に
少
数
者
が
支
配
力
、
政
治
力
を

持
っ
て
く
る
と
は
こ
こ
で
は
ま
だ
具
体
的
に
は
い
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
が
革
命
の
か
な
た
に
理
想
の
社
会
を
夢

見
る
の
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
ニ
ズ
ム
だ
と

い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
こ
と
は
先
に
お
話
し
し
ま
し
た

が
。今

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
し
て
も
、
飢
餓
の
中
で
、
よ
そ
の
子
供
を

食
べ
た
と
い
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
苦
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
よ

う
な
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
か
ら
で
き
る
だ
け
離

れ
た
い
、
し
か
し
、
ロ
シ
ア
は
原
油
の
力
や
い
ろ
い
ろ
な
も
の
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
つ
か
ま
え
て
お
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
戦

後
、
私
が
東
欧
圏
に
行
っ
た
と
き
に
も
、
ロ
シ
ア
が
来
た
ら
も

う
お
し
ま
い
だ
、th

at is th
e

 e
n

d

、
す
べ
て
の
よ
い
も
の
が
全

部
ロ
シ
ア
へ
持
っ
て
行
か
れ
て
し
ま
う
と
、
東
欧
圏
の
人
た
ち
は

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

古
屋 

そ
う
で
す
か
。『
光
の
子
と
闇
の
子
』
の
中
で
も
、
マ
ル

キ
シ
ズ
ム
の
そ
の
よ
う
な
独
裁
主
義
の
傾
向
を
批
判
し
て
い
ま
す

か
？

武
田 

こ
の
話
の
初
め
に
も
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
書
か

れ
た
の
は
一
九
四
四
年
で
、
連
合
国
と
し
て
ナ
チ
ス
と
戦
っ
て
い

た
と
き
で
す
し
、
ニ
ー
バ
ー
は
そ
の
こ
ろ
は
東
欧
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス

ト
支
配
下
の
悪
を
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に

お
け
る
独
裁
主
義
と
は
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
革
命
の
か

な
た
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
見
る
幻
想
は
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
意
味

で
、
愚
か
な
光
の
子
だ
と
い
っ
て
い
る
。
当
時
ナ
チ
ズ
ム
の
よ

う
な
絶
対
的
な
権
力
、「
闇
の
子
」
と
戦
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た

か
ら
、
連
合
国
で
あ
っ
た
ソ
連
に
対
し
て
は
、
社
会
正
義
を
追
求

し
て
い
る
限
り
で
は
光
の
子
の
中
に
入
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

古
屋 

そ
う
す
る
と
、
ソ
連
の
崩
壊
を
見
て
も
ニ
ー
バ
ー
は
驚
か

な
い
わ
け
で
す
か
。

武
田 
当
然
と
思
う
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
戦
後
、
彼
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
東
欧
圏
の
人
た
ち
と
よ
く
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
ま
し

た
。
彼
自
身
、
東
欧
諸
国
で
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
悪
を
見
て
き
た
、
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そ
れ
で
彼
が
反
共
に
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
。

古
屋 
ニ
ー
バ
ー
は
、
バ
ル
ト
か
ら
ブ
ル
ン
ナ
ー
に
行
っ
た
と
い

う
転
換
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
。

武
田 

ニ
ー
バ
ー
が
ブ
ル
ン
ナ
ー
に
行
っ
た
と
い
う
よ
り
、
ブ
ル

ン
ナ
ー
が
む
し
ろ
ニ
ー
バ
ー
に
近
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
自
分
の

息
子
は
ニ
ー
バ
ー
の
弟
子
に
し
て
い
る
。
一
九
五
一
年
こ
ろ
の

バ
ル
ト
の
ソ
連
観
は
ニ
ー
バ
ー
よ
り
も
寛
容
だ
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。「
終
末
論
」
を
論
じ
る
と
き
に
、
キ
リ
ス
ト
の
再

臨
を
「
大
き
な
希
望
（T

h
e

 G
re

at H
o

p
e

）」
と
し
、
歴
史
の
中

の
時
々
刻
々
の
裁
き
と
救
い
の
新
生
を
「
小
さ
な
希
望
」（sm

all 

h
o

p
e

s

）
と
概
念
規
定
し
て
議
論
を
し
て
い
る
と
き
、
抽
象
論
で

は
い
い
の
で
す
が
、
対
ソ
連
と
い
う
問
題
で
ド
イ
ツ
を
再
軍
備
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
に
な
る
と
、
あ
の
こ
ろ
〔
五
一
年
〕
バ

ル
ト
は
再
軍
備
し
な
く
て
い
い
と
言
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
ら
は
再
軍

備
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
で
、
両
者
で
大
変
な
論
議
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。

こ
れ
は
ニ
ー
バ
ー
か
ら
聞
い
た
こ
と
で
す
が
、
ニ
ー
バ
ー
の
弟

子
で
あ
っ
た
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
息
子
さ
ん
が
言
っ
た
そ
う
で
す
。
バ

ル
ト
と
い
う
人
は
議
論
好
き
の
人
で
す
。
だ
か
ら
、
神
学
的
な
論

争
や
け
ん
か
を
楽
し
ん
で
い
る
。
し
か
し
、「
私
の
父
〔
ブ
ル
ン

ナ
ー
〕
は
い
い
人
だ
け
れ
ど
も
、
議
論
で
は
バ
ル
ト
に
か
な
わ
な

い
」
と
。
そ
し
て
、「H

e
 su

ffe
rs.

」
と
言
っ
て
い
た
と
、
ニ
ー

バ
ー
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ル
で
の
会
議
の
帰

り
に
、
バ
ス
を
待
っ
て
い
た
と
き
の
会
話
で
し
た
が
、
息
子
さ
ん

と
し
て
の
謙
遜
な
言
葉
で
の
父
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
弁
護
だ
と
思
い
ま

し
た
。

私
は
こ
の
話
の
初
め
に
、
ど
う
い
う
状
況
の
と
き
に
彼
が
書
い

た
本
か
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
戦
争
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と

き
に
書
い
た
本
で
す
。
だ
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
に
な
っ
て
書
か

れ
たT

h
e Iron

y of A
m

erica
n

 H
istory

に
な
っ
て
く
る
と
も
う

戦
争
が
終
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
、
冷
戦
状
態
で
す
し
、
彼
自
身
ソ

連
統
治
下
の
東
欧
を
訪
ね
た
現
実
の
認
識
か
ら
反
共
の
立
場
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
矢
内
原
忠
雄
先
生
が
こ
の
本
に
つ

い
て
話
し
合
い
た
い
と
ニ
ー
バ
ー
を
訪
ね
ら
れ
た
と
き
に
も
、
自

分
は
今
は
共
産
主
義
に
反
対
だ
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
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矢
内
原
先
生
も
、『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
新
教

出
版
社
、
一
九
四
八
）
で
は
、
日
本
の
植
民
地
政
策
を
「
帝
国
主

義
」
と
し
て
書
い
て
い
ま
す
。
レ
ー
ニ
ン
の
「
帝
国
主
義
論
」
の

影
響
が
見
ら
れ
る
。
幸
徳
秋
水
の
『
帝
国
主
義
』
と
も
意
味
が
違

う
。
明
治
時
代
に
は
帝
国
主
義
と
い
う
言
葉
は
、
理
想
的
な
大
き

な
世
界
を
象
徴
し
た
よ
う
な
考
え
方
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

質
問
者
1 

矢
内
原
先
生
が
ニ
ー
バ
ー
に
会
わ
れ
た
と
い
う
の
は

何
年
で
す
か
。

武
田 

何
年
だ
っ
た
か
私
は
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す
が
、
私
の
本

が
出
て
少
し
後
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
会
っ
て
き
た
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

矢
内
原
先
生
が
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
』
を
お
書
き

に
な
っ
た
こ
ろ
は
、
社
会
科
学
は
一
つ
の
仮
説
だ
か
ら
、
多
様
な

仮
説
が
あ
っ
て
い
い
、
マ
ル
ク
ス
主
義
も
一
つ
の
社
会
科
学
的
仮

説
だ
と
評
価
し
て
お
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
証
的
研
究
者
で
あ
る

た
め
に
、
台
湾
、
南
洋
諸
島
、
朝
鮮
、
満
州
を
実
地
に
訪
ね
、
調

査
し
、
そ
の
上
で
帝
国
主
義
政
策
と
し
て
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
木 

先
生
に
伺
い
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
エ
ー
バ
ー
ハ
ル

ト
・
ブ
ッ
シ
ュ
の
書
い
た
バ
ル
ト
伝
記
、『
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の

生
涯
』
の
中
に
先
生
が
登
場
し
て
く
る
の
は
ご
存
じ
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
ね
。

武
田 

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
訳
者
の
小
川
圭
治
さ
ん
に
幾
つ
か
の

点
で
誤
り
の
訂
正
を
お
伝
え
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
木 

い
や
、
そ
の
と
こ
ろ
で
、
バ
ル
ト
と
ニ
ー
バ
ー
を
会
わ
せ

た
い
と
い
う
調
停
役
を
先
生
が
な
さ
っ
た
と
い
う
意
味
で
書
い
て

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
の
辺
を
私
は
少
し
詳
し
く
伺
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
れ
は
ブ
ッ
シ
ュ
の
『
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の

生
涯
』
に
は
っ
き
り
と
出
て
く
る
ん
で
す
ね
。

武
田 

ブ
ッ
シ
ュ
は
バ
ル
ト
と
ニ
ー
バ
ー
が
話
し
た
場
所
を
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ん
て
書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
お
お
げ
さ

な
と
こ
ろ
で
話
し
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
一
つ
の
部
屋
で
話
し
た
ん

で
す
。

大
木 
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。
そ
れ
は
場
所
は
ど
こ
な
ん
で
す

か
。

武
田 

ス
イ
ス
の
郊
外
、
ロ
ー
ル
の
会
議
が
あ
っ
た
建
物
の
中
の
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小
部
屋
で
す
。

大
木 
そ
う
で
す
か
。
そ
の
こ
ろ
W
C
C（
世
界
教
会
協
議
会
）

の
お
一
人
だ
っ
た
か
ら
で
す
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
た
の

は
。

武
田 

世
界
教
会
協
議
会
は
一
九
四
八
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
二
回
目
の
大
会
は
一
九
五
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
エ

ヴ
ァ
ン
ス
ト
ン
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
W
C
C
で
は

そ
の
主
題
をJe

su
s C

h
rist, T

h
e

 H
o

p
e

 o
f th

e
 W

o
rld

と
決
定
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
エ
ヴ
ァ
ン
ス
ト
ン
会
議
の
三
年
も
前
か
ら
、

こ
の
主
題
の‘h

o
p

e
’

を
め
ぐ
っ
て
話
し
合
う
た
め
に
「
二
五
人
の

神
学
者
の
集
ま
り
」（T

h
e

 T
h

e
o

lo
g

ian
s o

f T
w

e
n

ty
 F

ive

）
が

ス
イ
ス
の
ロ
ー
ル
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し

て‘h
o

p
e

’

を
終
末
論
の
問
題
と
し
て
論
じ
合
お
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
行
っ

て
い
た
私
に
W
C
C
総
幹
事
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ッ
サ
ー
・
ト
ー
フ

ト
（D

r. V
isse

r ’t H
o

o
ft

）
さ
ん
が
、
こ
の
会
議
に
ぜ
ひ
出
席
す

る
よ
う
に
と
招
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、

私
は
陪
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
二
五
人
の
神
学
者

の
会
の
議
論
は
非
常
に
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
状
況
で
、
私
が
な
ぜ
バ
ル
ト
と
ニ
ー
バ
ー
の
議
論
の

調
停
が
で
き
た
か
。
調
停
な
ど
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
の

で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
激
し
い
議
論
を
わ
あ
わ
あ
し
て
、
創
設
さ

れ
た
ば
か
り
の
W
C
C
が
壊
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
雰
囲
気
で
し

た
。
ヴ
ィ
ッ
サ
ー
・
ト
ー
フ
ト
総
幹
事
は
、
す
ご
く
気
を
も
ん
で

お
ら
れ
た
。
私
は
思
わ
ず
彼
に
「
偉
大
な
神
学
者
は
大
き
な
罪
人

で
す
ね
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
彼
は
、
バ
ル
ト
先
生

に
キ
ヨ
が
そ
う
言
っ
て
い
る
と
話
し
た
と
言
う
の
で
す
。
私
が
驚

い
て
「
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
バ
ル
ト
先
生
は
怒
っ
た
で
し
ょ

う
」
と
言
う
と
、
ト
ー
フ
ト
総
幹
事
は
「
い
や
い
や
、
そ
う
で
は

な
い
」
と
。
バ
ル
ト
が
、“D

id
 sh

e
 say

 so
?, Isn

’t it b
e

au
tifu

l? 

T
h

at is tru
e

. W
e

 th
e

o
lo

g
ian

s are
 re

ally
 g

re
at sin

n
e

rs. ”

と

言
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
私
は
驚
き
、
ま
た
、
バ
ル
ト
は
何
と
美

し
い
信
仰
の
人
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た

後
、
バ
ル
ト
博
士
と
恩
師
の
ニ
ー
バ
ー
先
生
の
お
二
人
に
、
も
う

少
し
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
、「
キ
ヨ

が
言
う
な
ら
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
三
人

で
小
部
屋
で
話
し
合
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
ブ
ッ
シ
ュ
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
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フ
ォ
ー
ム
な
ん
て
い
う
の
で
は
な
い
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、
そ

の
本
に
書
か
れ
た
エ
ヴ
ァ
ン
ス
ト
ン
会
議
の
テ
ー
マ
も
間
違
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
小
川
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
し

た
。「
そ
う
い
う
こ
と
を
言
う
な
ら
も
う
私
は
帰
る
」
と
バ
ル
ト

が
言
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
論
す
る
の
が
好
き
で
す
か
ら
ね
、
あ
の
人
た
ち
は
。（
笑
）

で
も
、
三
人
で
話
し
合
っ
た
後
、
私
は
バ
ル
ト
さ
ん
の
グ
ル
ー

プ
と
い
っ
し
ょ
に
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
私
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
ん
で
す
が
、
一
緒
に
は
行

き
ま
し
た
。
バ
ル
ト
は
途
中
で
出
会
っ
た
と
き
、「
お
い
、
ニ
ー

バ
ー
君
、
一
緒
に
行
か
な
い
か
」
っ
て
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、「
い
や
今
行
っ
て
き
た
ば
っ
か
り
だ
か
ら
、
で
は
、
ま

た
」
と
ニ
ー
バ
ー
は
ニ
コ
ニ
コ
と
断
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う

ふ
う
に
声
を
か
け
合
う
よ
う
な
親
し
い
関
係
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

の
を
見
て
、
私
は
ほ
っ
と
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

大
木 

で
も
、
あ
の
記
述
は
相
当
末
永
く
残
り
ま
す
ね
（
笑
）。

ブ
ッ
シ
ュ
の
あ
の
本
が
残
っ
て
い
る
限
り
は
で
す
ね
。

武
田 

で
も
、
ブ
ッ
シ
ュ
の
あ
の
会
議
の
主
題
は
間
違
っ
て
い
ま

す
し
、
ニ
ー
バ
ー
が
終
末
論
を
否
定
し
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誰
か
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
主
観
的
に
書
い
た
の
で
は

な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
〔
小
川
氏
に
〕
指
摘
し

て
お
き
ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
観
、
終
末
論
の
と
ら
え
方
に
大
き
な
関
心

を
持
っ
て
い
た
ニ
ー
バ
ー
が
「
終
末
論
」
を
否
定
す
る
な
ん
て
こ

と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
か
ら
。

あ
の
こ
ろ
ニ
ー
バ
ー
は
、
次
は
終
末
論
の
問
題
で
本
を
書
こ
う

か
と
考
え
て
い
る
と
私
に
言
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
く
ら
い
で
す
。

髙 

こ
れ
は
一
九
四
四
年
の
講
義
で
す
ね
。
こ
の
時
点
で
ニ
ー

バ
ー
は
日
本
帝
国
主
義
、
あ
る
い
は
日
本
に
対
し
て
ど
う
い
う
予

感
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

武
田 

ア
メ
リ
カ
人
は
日
本
を
本
当
に
知
ら
な
か
っ
た
で
す
か
ら

ね
。
日
本
の
文
化
、
政
治
問
題
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
戦
争
中
、
自
分
が
私
の
保
証
人
に
な
る
と
は
言
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
。
占
領
が
始
ま
っ
て
、
G
I
た
ち
が
日

本
人
の
生
活
の
実
態
に
触
れ
る
。
ま
た
、
彼
ら
が
花
嫁
を
連
れ
て

帰
っ
て
く
る
、
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
ア
メ
リ
カ
人
に
日
本
の
こ
と
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が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

ニ
ー
バ
ー
が
日
本
の
こ
と
を
論
じ
る
の
を
、
私
は
あ
ま
り
聞
か

な
か
っ
た
で
す
ね
。
し
か
し
い
つ
だ
っ
た
か
、
戦
後
に
お
話
し
し

た
と
き
に
、
日
本
の
戦
争
花
嫁
と
い
わ
れ
た
婦
人
た
ち
に
対
す
る

ア
メ
リ
カ
人
の
対
応
を
ニ
ー
バ
ー
は
批
判
し
て
、
も
っ
と
大
事
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
観
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ニ
ー
バ
ー
は
あ
ま
り
語
ら

な
か
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
人
で
あ
る
私
を
自

分
の
愛
弟
子
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
あ
っ
た
。
私

の
先
生
で
あ
っ
た
ハ
ー
ツ
ホ
ー
ン
先
生
││
私
の
ミ
シ
ガ
ン
で
の

大
学
の
教
授
で
ニ
ー
バ
ー
の
昔
の
高
弟
だ
っ
た
――
が
、
ぜ
ひ

ニ
ー
バ
ー
の
と
こ
ろ
で
学
び
な
さ
い
と
勧
め
、
推
薦
状
を
書
い
て

く
だ
さ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
く

と
、
私
を
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
分
で
言
う
の
も
お

も
は
ゆ
い
の
で
す
が
、“K

iy
o

 is m
y

 b
e

st stu
d

e
n

t ”

と
人
に
言

わ
れ
る
と
聞
き
、
驚
き
ま
し
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
人
種
的
な
差
別
は

全
然
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。

小
田
川 

三
つ
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
を
尊
敬
す
る
と
い
う
米
国
大
統
領

に
、
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
と
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
が
い
ま
す
。
未
確

認
と
い
う
か
う
ろ
覚
え
で
す
け
れ
ど
、
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
も

ニ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
研
究
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

民
主
党
系
の
大
統
領
が
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
か
ら
か
な

り
の
影
響
を
受
け
、
あ
る
い
は
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、

湾
岸
戦
争
、
あ
る
い
は
イ
ラ
ク
戦
争
の
ブ
ッ
シ
ュ
親
子
と
か
、
こ

う
い
っ
た
共
和
党
系
の
外
交
政
策
と
ニ
ー
バ
ー
の
考
え
方
と
は
ど

う
い
う
テ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
る
か
と
い
う
の
が
第
一
点
で
す
。

そ
れ
か
ら
第
二
点
は
今
日
、
先
生
が
最
後
の
ほ
う
で
お
っ
し
ゃ

ら
れ
た
、
愚
か
な
光
の
子
と
闇
の
子
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
我
々

の
内
側
に
共
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
延
長
線
上
で
、
異
質
な

者
と
の
共
存
と
い
う
課
題
を
考
え
た
と
き
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
の

共
存
は
、
ま
さ
に
単
な
る
多
文
化
、
多
元
主
義
的
な
こ
と
と
は
違

う
形
で
の
異
質
な
世
界
と
の
共
存
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
考
え
方
で
は
、
こ
の
共
存

は
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
り
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
致
し

ま
す
。
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最
後
に
、
天
皇
制
の
問
題
に
つ
い
て
で
す
。
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル

ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
愚
か
な
光
の
子
と
闇
の
子
と
い
う
ス
キ
ー
ム
か

ら
考
え
た
と
き
に
、
先
生
は
、
あ
る
い
は
現
代
に
生
き
る
日
本
人

の
視
点
か
ら
、
天
皇
制
の
問
題
と
い
う
の
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
か
。
こ
の
三
点
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田 

大
変
難
し
い
問
題
で
、
私
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。

第
一
に
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
ミ
セ
ス
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
一
緒
に

A
m

e
rican

s fo
r D

e
m

o
cratic A

ctio
n

と
い
う
組
織
を
つ
く
り
、

一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、「
世
界
人
権
宣
言
」
の

作
成
な
ど
、
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
の
ほ
う
に
彼
は
共
感
を
持
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
F
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

の
政
策
に
も
彼
は
非
常
に
深
い
共
感
を
持
っ
て
い
る
感
じ
で
し

た
。
彼
の
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
産
業
に
お
け
る
デ
ト
ロ
イ
ト
で
の
経

験
か
ら
見
て
も
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
政
策
は
非
常
に
大
事
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

第
二
に
、
黒
人
市
民
権
運
動
を
指
導
し
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
ー

サ
ー
・
キ
ン
グ
は
、
め
く
る
め
く
よ
う
な
社
会
悪
の
問
題
に
対
し

て
、
ニ
ー
バ
ー
か
ら
目
を
開
か
せ
ら
れ
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
黒
人
差
別
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に
あ
る
差
別
を
含

む
社
会
悪
の
問
題
の
考
え
方
に
開
眼
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
、
キ

ン
グ
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
キ
ン
グ
自

身
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
と
ニ
ー
バ
ー
の
二
人
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
と
語
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
タ
ー
や
オ
バ
マ
、
ク
リ
ン
ト
ン
ら
が
、
そ
う
い
う
考
え
方

に
近
い
も
の
を
感
じ
る
の
は
当
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
、
イ
ス
ラ
ム
と
の
共
存
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
す

が
、
イ
ス
ラ
ム
の
人
た
ち
は
、
大
部
分
の
イ
ス
ラ
ム
と
、
そ
れ
か

ら
ア
ル
カ
イ
ダ
と
か
少
数
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
イ
ス
ラ
ム
と
が
お
り

ま
す
ね
。
偏
狭
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
対
し
て
は
、
ニ
ー
バ
ー
は
非
常

に
強
く
警
戒
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。『
光
の
子
と
闇
の
子
』
の
中

で
、
ニ
ー
バ
ー
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
リ
ズ
ム
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
の
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
中
の
左
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
グ

ル
ー
プ
（
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
、
デ
ィ
ガ
ー
ズ
ら
）
は
や
は
り
多
様
な

者
の
共
存
を
排
除
す
る
も
の
と
し
て
、
危
険
だ
と
い
っ
た
こ
と
は

先
に
触
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ム
に
も
通
じ
る
問
題
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ニ
ー
バ
ー
が
生
き
て
い
た
ら
ど
う
言
う
か
は
、
私
に
も
関
心
が
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あ
り
ま
す
が
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
イ
ス
ラ
ム
の
中
に
私
ど
も
と
共

通
に
理
解
し
合
え
る
よ
う
な
、
公
分
母
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
見

つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
三
に
、
天
皇
制
の
問
題
で
す
が
、
私
は
昭
和
天
皇
は
な
か
な

か
賢
い
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
弟
の
秩
父
宮

は
、
青
年
将
校
の
支
持
者
で
し
た
か
ら
、
昭
和
天
皇
を
や
め
さ
せ

て
秩
父
宮
を
天
皇
に
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
動
き
が
軍
隊
の
中
に

あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
天
皇
制
廃
止
を
考
え
て
日
本
に
来
た
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
が
昭
和
天
皇
と
初
め
て
会
っ
た
と
き
、
軍
隊
、
そ
の
他

の
者
た
ち
が
や
っ
た
あ
ら
ゆ
る
悪
は
私
の
責
任
で
あ
る
と
言
い
、

死
を
覚
悟
し
て
い
る
態
度
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
う
た
れ
た
と
書
い

て
い
ま
す
。

天
皇
家
は
明
治
維
新
の
こ
ろ
ま
で
は
非
常
に
貧
乏
で
、
冬
は
寒

く
て
カ
ヤ
を
体
に
巻
い
て
い
た
と
き
く
ぐ
ら
い
何
も
持
た
な
か
っ

た
。
天
皇
に
日
本
銀
行
の
持
ち
株
券
の
半
分
を
持
た
せ
る
と
か
、

広
大
な
土
地
を
持
た
せ
る
と
か
、
天
皇
家
を
世
界
で
有
数
の
お
金

持
ち
に
し
た
の
は
伊
藤
博
文
た
ち
の
明
治
政
府
で
す
。
そ
れ
を
全

部
国
有
財
産
に
し
た
ら
ど
う
か
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
言
っ
た
ら
、

昭
和
天
皇
は
、
そ
れ
が
一
番
い
い
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
日
本
は
民

主
化
で
き
な
い
と
賛
成
し
た
と
い
う
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
皇
家
の

財
産
は
全
部
国
有
財
産
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
皇
室
の
生
計
は
今
、

国
会
の
決
定
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
皇
は

一
九
四
六
年
一
月
一
日
、
自
ら
の
神
性
を
否
定
し
、「
人
間
宣
言
」

を
自
主
的
に
行
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
天
皇
を
や
め
さ
せ
た
場
合
、

皇
太
子
は
幼
い
か
ら
青
年
将
校
に
近
い
秩
父
宮
が
摂
政
に
な
る
危

険
性
が
あ
る
こ
と
を
中
国
な
ど
は
強
く
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
よ
り
も
、
連
合
国
の
民
主
化
に
協
力
的
な
昭
和
天
皇
を
存
続

さ
せ
（
当
時
世
論
の
九
二
％
が
昭
和
天
皇
支
持
）、
彼
を
利
用
し

て
民
主
化
政
策
を
進
め
る
ほ
う
が
有
効
だ
と
い
う
方
針
に
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
立
ち
い
た
っ
た
わ
け
で
す
。
新
憲
法
に
お
け
る
天
皇

は
、
主
権
を
持
つ
国
民
の
総
意
が
支
持
す
る
限
り
で
の
象
徴
天
皇

と
な
っ
た
。
象
徴
と
し
て
天
皇
は
存
続
し
て
い
る
が
、
国
民
主
権

の
民
主
主
義
国
家
に
な
っ
て
い
る
。
戦
前
の
天
皇
（
天
皇
大
権
主

義
）
と
は
全
く
違
う
。
新
憲
法
は
、
戦
争
放
棄
の
平
和
憲
法
で
あ

る
と
共
に
、
主
権
在
民
の
民
主
主
義
の
原
理
を
明
確
に
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
の
民
主
主
義
化
に
、
ニ
ー

バ
ー
は
賛
成
す
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。（
も
ち
ろ

ん
推
測
で
あ
っ
て
、
断
定
で
き
ま
せ
ん
。）
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天
皇
が
い
な
く
な
っ
た
ほ
う
が
一
番
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
歴
史
の
変
化
は
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
革
命
で
血
を
流
し
て
一

挙
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
将
来
、
も
っ
と
悪
い
反
動
化
を

招
く
よ
り
も
、
国
民
の
多
数
の
民
度
を
教
育
と
経
験
か
ら
高
め
つ

つ
、
理
想
の
民
主
化
の
道
を
だ
ん
だ
ん
と
切
り
拓
い
て
ゆ
く
こ
と

が
賢
明
だ
と
考
え
た
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
元
大
使
は
言
っ
て
い
ま
し

た
。
ニ
ー
バ
ー
の
天
皇
観
を
私
が
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

質
問
者
2 

ニ
ー
バ
ー
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
何
点
か
挙
げ
て

く
だ
さ
っ
た
中
で
、
謙
虚
な
自
己
認
識
を
持
つ
こ
と
が
、
同
時
に

異
質
な
者
と
の
共
存
を
可
能
に
し
て
い
く
上
で
大
事
な
こ
と
な
の

だ
と
い
う
お
話
を
非
常
に
同
意
を
持
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ニ
ー
バ
ー
と
い
う
人
は
異
質
の
者
と
の
共
存
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
き
に
、
単
に
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
に
ど
の
よ
う
な
価
値
観

を
持
つ
者
も
並
列
的
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
よ
り
は
、
よ
り
高
次
な
価
値
に
向
か
っ
て
統
合
し
て
い

く
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
、
も
う
一
方
で
考
え
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
ニ
ー
バ
ー
は
社
会
悪
と
か
国
家
的
な
悪
を
と
め
て

い
く
た
め
に
は
適
切
な
パ
ワ
ー
の
行
使
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い

た
人
だ
と
思
い
ま
す
。

異
質
な
価
値
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
と
、
よ
り
よ
き
高
度
の
価

値
に
向
け
て
世
界
全
体
を
導
い
て
い
く
と
い
う
二
つ
の
こ
と
を
、

ニ
ー
バ
ー
が
ど
の
よ
う
に
均
衡
を
と
り
な
が
ら
考
え
て
い
た
の

か
、
そ
の
考
え
る
と
き
の
コ
ア
が
何
で
あ
っ
た
か
と
先
生
が
考
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

武
田 

人
間
と
い
う
も
の
は
集
団
で
あ
れ
個
人
で
あ
れ
必
ず
自
己

中
心
的
意
欲
を
持
ち
、
権
力
欲
を
持
つ
傾
向
を
内
在
さ
せ
て
い
る

と
、
ニ
ー
バ
ー
は
見
ま
す
。‘w

ill to
 live

, ’ ‘w
ill to

 p
o

w
e

r ’

で
す

ね
。
前
に
話
し
た
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
人
間
と
は

個
人
で
も
集
団
で
も
権
力
志
向
の
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
と
彼
は

見
ま
す
。
組
合
、
国
家
等
々
も
そ
う
で
す
。
自
己
絶
対
化
の
危
険

性
を
い
つ
も
は
ら
ん
で
い
る
、
爆
弾
の
よ
う
な
も
の
を
は
ら
ん
で

い
る
、
そ
う
い
う
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。
個
々

の
民
族
文
化
、
国
家
、
組
合
、
階
級
等
々
は
独
自
性
、
特
有
の
利

己
的
な
価
値
追
求
の
欲
望
を
持
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
者
の
諸
集

団
の
場
合
も
例
外
で
な
い
。
そ
う
い
う
鋭
い
批
判
の
眼
を
向
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
元
的
な
も
の
が
そ
の
ま
ま
で
い
い
と
い



133 『光の子と闇の子』について

う
こ
と
で
は
な
く
て
、
自
己
批
判
、
自
己
抑
制
、
自
己
改
革
を
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
よ
り
よ
き
も
の
、
よ
り
普
遍
的
価
値
を
持
つ
も
の
へ
と
自
己

改
良
、
自
己
改
革
、
成
長
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
ニ
ー
バ
ー
は
そ
う
し
た

自
己
認
識
、
自
己
抑
制
を
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
が
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
う
し
た
自
己
抑
制
、
普
遍

的
価
値
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
も
の
へ
の
革
新
、
成
長
を
追
求
し

て
い
く
の
で
な
け
れ
ば
、
異
質
な
も
の
と
の
共
生
は
難
し
い
。
そ

れ
は
も
う
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
希
望
を
失
わ
ず
に
、
イ
ン
ポ
シ
ブ
ル
・

ポ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
追
求
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

人
類
は
そ
う
い
う
困
難
な
課
題
を
抱
え
て
、
共
存
で
き
る
大
き

な
社
会
形
成
を
さ
ぐ
り
求
め
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
ニ
ー

バ
ー
は
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
希
望
を
信
仰

に
よ
っ
て
堅
持
し
て
、
誠
実
な
忍
耐
と
開
か
れ
た
対
話
を
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
ニ
ー
バ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

古
屋 

今
の
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
本
当
に
先
生
が
ニ
ー
バ
リ

ア
ン
だ
な
と
思
っ
た
の
は
、
彼
は
一
九
三
二
年
にM

ora
l M

a
n

 

a
n

d
 Im

m
ora

l S
ociety

〔「
道
徳
的
人
間
と
非
道
徳
的
社
会
」〕
を

書
い
て
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
そ

れ
を
彼
は
晩
年
に
、
今
だ
っ
た
らIm

m
o

ral M
an

 an
d

 Im
m

o
ral 

S
o

cie
ty

と
書
く
と
。
だ
か
ら
、
個
人
で
も
集
団
で
も
と
両
方
言

わ
れ
た
ん
で
す
。
先
生
が
今
言
わ
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
、
や
っ
ぱ

り
本
当
に
ニ
ー
バ
リ
ア
ン
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ニ
ー
バ
ー
と
い

う
の
は
そ
う
い
う
人
で
す
ね
。

武
田 

き
ょ
う
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
思
想
の
解
説
を
求
め
ら
れ
、
そ

の
説
明
を
試
み
て
い
る
わ
け
で
す
。
ニ
ー
バ
ー
と
は
こ
う
い
う
人

だ
と
思
い
ま
す
と
。
彼
は
非
常
に
人
間
の
怖
さ
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
た
人
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
個
人
はM

o
ral M

an

で
あ
り
得
る
か
？　

そ
う
で
は
な
く
てIm

m
o

ral

で
あ
る
。
個

人
も
社
会
もIm

m
o

ral

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
怖
さ
を

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い

うw
isd

o
m

（
英
智
）
を
与
え
る
も
の
こ
そ
信
仰
だ
と
彼
は
い
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
彼
の
信
仰
だ
と
思
い
ま
す
。

「
人
間
歴
史
の
謎
を
解
く
鍵
は
原
罪
説
だ
」
に
ゆ
き
つ
く
わ
け
で

す
。
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質
問
者
3 
そ
れ
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
ル
タ
ー
派
で
あ
る
こ
と
と
関

係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
先
生
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
り
ま

す
か
。

武
田 

ニ
ー
バ
ー
は
、
ル
タ
ー
の
「
信
仰
に
よ
っ
て
義
と
さ
れ

る
」、
信
仰
に
よ
る
義
認
の
教
え
を
支
持
す
る
。
し
か
し
、
ル

タ
ー
は
、
農
民
戦
争
の
場
合
な
ど
、
先
に
触
れ
ま
し
た
が
、
信
仰

に
よ
る
義
と
は
無
関
係
だ
と
し
、
農
民
は
山
上
の
垂
訓
を
守
れ
と

言
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
ニ
ー
バ
ー
も
こ
こ
に
書
い
て
い
ま
す
ね
。

私
は
そ
こ
に
ル
タ
ー
の
問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
悪

の
認
識
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
。

し
か
し
、
宗
教
改
革
が
も
た
ら
し
た
福
音
的
な
原
罪
説
、
ル

タ
ー
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
信
仰
の
祖
と
考
え
て
い
た
わ
け

で
、
そ
れ
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
か
ら
来
て
お
り
、
原
罪
的
な
人

間
の
理
解
と
い
う
も
の
が
、
ニ
ー
バ
ー
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
、

単
純
化
し
て
い
え
ば
ネ
オ
・
オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー
と
い
う
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ル
タ
ー
を
決
し
て
否
定
は
し
な
い
。
し
か
し
、
ル

タ
ー
が
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
の
中
で
自
由
の
こ
と
を
い
っ
て

い
る
の
は
個
人
の
問
題
で
あ
っ
て
、
社
会
正
義
と
い
う
問
題
に
対

し
て
は
彼
は
全
然
無
関
係
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
対
し
て
ニ
ー
バ
ー
は
非
常
に
批
判
的
で
す
。
社
会
悪

の
問
題
は
手
放
し
に
断
ち
切
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

い
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ど
の
部
分
を
評
価
し
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
で
、
彼
自
身
が

p
re

d
e

te
rm

in
atio

n

の
考
え
方
か
ら
、
中
産
階
級
の
思
想
と
し

て
、
中
産
階
級
の
富
は
、
自
分
た
ち
に
神
様
か
ら
託
さ
れ
た
富
を

ste
w

ard
sh

ip

と
し
て
守
っ
て
い
け
ば
い
い
の
だ
と
い
う
の
で
、

手
放
し
に
中
産
階
級
の
富
を
認
め
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
な
点

で
、
宗
教
改
革
の
方
向
に
信
仰
が
も
ち
ろ
ん
移
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
自
身
も
、
社
会
関
係
の
と
ら
え
方
に
な
っ
て
く
る
と
非
常
に

問
題
が
あ
る
こ
と
を
ニ
ー
バ
ー
は
指
摘
す
る
。

大
木 

そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
社
会
倫

理
、
政
治
と
い
っ
た
面
で
は
ル
タ
ー
派
を
超
え
て
い
る
と
思
う
の

で
す
が
、
異
常
な
ほ
ど
深
い
罪
意
識
が
あ
る
。
こ
れ
は
彼
は
ル

タ
ー
派
の
牧
師
で
し
た
し
、
背
景
が
ル
タ
ー
派
で
も
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
や
は
り
意
識
が
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
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う
の
が
一
つ
の
見
方
な
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
結
局
ニ
ー
バ
ー
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
影
響
と
か
が

入
っ
て
き
ま
す
と
、
そ
れ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
と
め
て
い
ま

す
。
と
い
う
こ
と
は
ル
タ
ー
派
を
脱
却
す
る
わ
け
で
す
。
一
方

で
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
か
ら
見
る
と
、
あ
ん
な
深
い
罪
意
識
ま
で
行

か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
ニ
ー

バ
ー
の
特
色
と
い
う
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
す
が
、
先
生
は
ど
ん

な
ふ
う
に
お
感
じ
で
す
か
。

武
田 

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
派
の
中
の
独
善
性
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
あ

る
時
期
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
左
派
の
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
、
デ
ィ
ガ
ー
ズ

の
独
善
性
に
は
批
判
的
で
す
ね
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
信
仰
の

祖
と
す
る
ル
タ
ー
、
そ
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
も
深
い
罪
意
識
、
原

罪
説
に
立
ち
、
そ
れ
が
歴
史
の
謎
を
解
く
鍵
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
ニ
ー
バ
ー
は
徹
底
し
て
個
人
と
社
会
と
の
両
方
に
お

い
て
追
及
し
て
い
ま
す
ね
。
個
人
の
問
題
と
し
て
だ
け
追
及
す
る

の
で
は
な
く
て
、
個
人
と
社
会
と
の
両
方
で
追
及
し
て
い
く
。
そ

の
社
会
と
個
人
と
い
う
の
は
い
つ
も
テ
ン
シ
ョ
ン
の
中
に
あ
る
わ

け
で
す
。
社
会
自
体
が
個
人
を
抑
制
、
抑
圧
し
て
い
こ
う
と
す
る

w
ill to

 p
o

w
e

r

を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の

原
罪
、
悪
の
問
題
と
い
う
も
の
を
、
人
間
と
い
う
の
は
個
人
と
し

て
も
集
団
と
し
て
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
が
ニ
ー
バ
ー
の

独
自
性
で
、
徹
底
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
深
い
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
ル
ー
テ
ル
派
だ
、
カ
ル
ビ
ン
派
だ
、
ピ
ュ
ー
リ

タ
ン
派
だ
と
い
え
な
い
、
も
っ
と
深
い
彼
自
身
の
人
間
の
悪
の
問

題
に
か
か
わ
っ
た
信
仰
、
問
題
意
識
が
一
貫
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。私

は
、
日
本
で
キ
リ
ス
ト
教
は
、
本
当
に
人
間
の
悪
と
は
何

か
、
人
間
の
怖
さ
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
っ
と
は
っ
き
り
と
指

摘
し
、
貢
献
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
教
会
自

身
の
中
に
そ
れ
が
足
り
な
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
教
会
の
対

立
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
自
己
認
識
が
欠
如
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

「
悪
の
問
題
」
の
と
ら
え
方
が
、
根
本
的
に
は
本
当
に
人
間
を

謙
虚
に
さ
せ
る
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
問
題

意
識
が
ニ
ー
バ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
徹
底
し
て
見
ら
れ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
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鵜
木 

先
生
の
訳
者
後
書
き
の
と
こ
ろ
に
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ

〔Jo
h

n
 D

e
w

e
y

 1
8

5
9

―1
9

5
2

〕
の
「
世
界
政
府
論
」
と
い
う
論
文

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
主
義
的
理
想

主
義
者
の
単
純
さ
を
批
判
し
た
も
の
云
々
と
あ
り
ま
す
。
ジ
ョ

ン
・
デ
ュ
ー
イ
は
そ
う
い
う
意
味
で
単
純
で
あ
っ
た
と
先
生
は
お

考
え
な
の
で
し
ょ
う
か
。
デ
ュ
ー
イ
は
政
策
的
に
見
る
と
マ
ル
キ

ス
ト
と
誤
解
さ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
よ
う
な
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
宣
伝
を
す
る
人
で
し
た
。
デ
ュ
ー
イ
に
つ

い
て
の
考
え
を
承
り
た
く
思
い
ま
す
。

武
田 

ニ
ー
バ
ー
は
、
デ
ュ
ー
イ
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ

ク
ラ
ッ
ト
た
ち
の
考
え
方
と
い
う
も
の
の
中
に
原
罪
的
な
悪
の
と

ら
え
方
が
不
在
だ
と
い
う
点
で
の
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
明
治
以
来
の
国
家
主

義
的
教
育
、
上
か
ら
の
詰
め
込
み
主
義
の
教
育
に
抗
し
て
興
っ
た

自
由
主
義
的
な
新
教
育
運
動
、
民
主
主
義
的
社
会
の
形
成
を
追
求

す
る
運
動
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
き
た
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
デ
ュ
ー
イ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
そ
う

い
う
こ
と
の
意
味
を
評
価
し
な
い
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
教
育
改
革
と
か
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
教
育
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
私
は
深
い
関
心
を
持
っ
て
き
ま
し
た

し
、
充
分
に
評
価
し
て
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
も
う
一
つ
、
人
間
の
悪
の
問
題
が

と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
ニ
ー
バ
ー

は
不
満
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ニ
ー
バ
ー

は
、
デ
ュ
ー
イ
の
思
想
や
活
動
の
全
体
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
こ
こ
で
は
「
世
界
政
府
」、「
世
界
共
同
体
」
の
形
成
に
つ
い

て
の
考
え
方
に
限
定
し
て
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
誤

解
な
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。




